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    第一章


    
      1サウルが死しんだ後のち、ダビデはアマレクびとを撃うって帰かえり、ふつかの間あいだチクラグにとどまっていたが、 2三日か目めとなって、ひとりの人ひとが、その着物きものを裂さき、頭あたまに土つちをかぶって、サウルの陣営じんえいからきた。そしてダビデのもとにきて、地ちに伏ふして拝はいした。 3ダビデは彼かれに言いった、「あなたはどこからきたのか」。彼かれはダビデに言いった、「わたしはイスラエルの陣営じんえいから、のがれてきたのです」。 4ダビデは彼かれに言いった、「様子ようすはどうであったか話はなしなさい」。彼かれは答こたえた、「民たみは戦たたかいから逃にげ、民たみの多おおくは倒たおれて死しに、サウルとその子こヨナタンもまた死しにました」。 5ダビデは自分じぶんと話はなしている若者わかものに言いった、「あなたはサウルとその子こヨナタンが死しんだのを、どうして知しったのか」。 6彼かれに話はなしている若者わかものは言いった、「わたしは、はからずも、ギルボア山やまにいましたが、サウルはそのやりによりかかっており、戦車せんしゃと騎兵きへいとが彼かれに攻せめ寄よろうとしていました。 7その時とき、彼かれはうしろを振ふり向むいてわたしを見み、わたしを呼よびましたので、『ここにいます』とわたしは答こたえました。 8彼かれは『おまえはだれか』と言いいましたので、『アマレクびとです』と答こたえました。 9彼かれはまたわたしに言いいました、『そばにきて殺ころしてください。わたしは苦くるしみに耐たえない。まだ命いのちがあるからです』。 10そこで、わたしはそのそばにいって彼かれを殺ころしました。彼かれがすでに倒たおれて、生いきることのできないのを知しったからです。そしてわたしは彼かれの頭あたまにあった冠かんむりと、腕うでにつけていた腕輪うでわとを取とって、それをわが主しゅのもとに携たずさえてきたのです」。
    


    
      11そのときダビデは自分じぶんの着物きものをつかんでそれを裂さき、彼かれと共ともにいた人々ひとびとも皆みな同おなじようにした。 12彼かれらはサウルのため、またその子こヨナタンのため、また主しゅの民たみのため、またイスラエルの家いえのために悲かなしみ泣ないて、夕暮ゆうぐれまで食しょくを断たった。それは彼かれらがつるぎに倒たおれたからである。 13ダビデは自分じぶんと話はなしていた若者わかものに言いった、「あなたはどこの人ひとですか」。彼かれは言いった、「アマレクびとで、寄留きりゅうの他国たこく人じんの子こです」。 14ダビデはまた彼かれに言いった、「どうしてあなたは手てを伸のべて主しゅの油あぶらを注そそがれた者ものを殺ころすことを恐おそれなかったのですか」。 15ダビデはひとりの若者わかものを呼よび、「近寄ちかよって彼かれを撃うて」と言いった。そこで彼かれを撃うったので死しんだ。 16ダビデは彼かれに言いった、「あなたの流ながした血ちの責せめはあなたに帰きする。あなたが自分じぶんの口くちから、『わたしは主しゅの油あぶらを注そそがれた者ものを殺ころした』と言いって、自身じしんにむかって証拠しょうこを立たてたからである」。
    


    
      17ダビデはこの悲かなしみの歌うたをもって、サウルとその子こヨナタンのために哀悼あいとうした。—— 18これは、ユダの人々ひとびとに教おしえるための弓ゆみの歌うたで、ヤシャルの書しょにしるされている。——彼かれは言いった、

      
        19「イスラエルよ、あなたの栄光えいこうは、

        あなたの高たかき所ところで殺ころされた。

        ああ、勇士ゆうしたちは、ついに倒たおれた。

        20ガテにこの事ことを告つげてはいけない。

        アシケロンのちまたに伝つたえてはならない。

        おそらくはペリシテびとの娘むすめたちが喜よろこび、

        割礼かつれいなき者ものの娘むすめたちが勝かちほこるであろう。

        21ギルボアの山やまよ、

        露つゆはおまえの上うえにおりるな。

        死しの野のよ、

        雨あめもおまえの上うえに降ふるな。

        その所ところに勇士ゆうしたちの盾たては捨すてられ、

        サウルの盾たては油あぶらを塗ぬらずに捨すてられた。

        22殺ころした者ものの血ちを飲のまずには、

        ヨナタンの弓ゆみは退しりぞかず、

        勇士ゆうしの脂肪しぼうを食たべないでは、

        サウルのつるぎは、むなしくは帰かえらなかった。

        23サウルとヨナタンとは、愛あいされ、かつ喜よろこばれた。

        彼かれらは生いきるにも、死しぬにも離はなれず、

        わしよりも早はやく、

        ししよりも強つよかった。

        24イスラエルの娘むすめたちよ、サウルのために泣なけ。

        彼かれは緋色ひいろの着物きものをもって、

        はなやかにあなたがたを装よそおい、

        あなたがたの着物きものに金きんの飾かざりをつけた。

        25ああ、勇士ゆうしたちは戦たたかいのさなかに倒たおれた。

        ヨナタンは、あなたの高たかき所ところで殺ころされた。

        26わが兄弟きょうだいヨナタンよ、あなたのためわたしは悲かなしむ。

        あなたはわたしにとって、いとも楽たのしい者ものであった。

        あなたがわたしを愛あいするのは世よの常つねのようでなく、

        女おんなの愛あいにもまさっていた。

        27ああ、勇士ゆうしたちは倒たおれた。

        戦たたかいの器うつわはうせた」。

      

    

  


  


  
    第二章


    
      1この後のち、ダビデは主しゅに問とうて言いった、「わたしはユダの一つの町まちに上のぼるべきでしょうか」。主しゅは彼かれに言いわれた、「上のぼりなさい」。ダビデは言いった、「どこへ上のぼるべきでしょうか」。主しゅは言いわれた、「ヘブロンへ」。 2そこでダビデはその所ところへ上のぼった。彼かれのふたりの妻つま、エズレルの女おんなアヒノアムと、カルメルびとナバルの妻つまであったアビガイルも上のぼった。 3ダビデはまた自分じぶんと共ともにいた人々ひとびとを、皆みなその家族かぞくと共ともに連つれて上のぼった。そして彼かれらはヘブロンの町々まちまちに住すんだ。 4時ときにユダの人々ひとびとがきて、その所ところでダビデに油あぶらを注そそぎ、ユダの家いえの王おうとした。
    


    
      人々ひとびとがダビデに告つげて、「サウルを葬ほうむったのはヤベシ・ギレアデの人々ひとびとである」と言いったので、 5ダビデは使者ししゃをヤベシ・ギレアデの人々ひとびとにつかわして彼かれらに言いった、「あなたがたは、主君しゅくんサウルにこの忠誠ちゅうせいをあらわして彼かれを葬ほうむった。どうぞ主しゅがあなたがたを祝福しゅくふくされるように。 6どうぞ主しゅがいまあなたがたに、いつくしみと真実しんじつを示しめされるように。あなたがたが、この事ことをしたので、わたしもまたあなたがたに好意こういを示しめすであろう。 7今いまあなたがたは手てを強つよくし、雄々おおしくあれ。あなたがたの主君しゅくんサウルは死しに、ユダの家いえがわたしに油あぶらを注そそいで、彼かれらの王おうとしたからである」。
    


    
      8さてサウルの軍ぐんの長ちょう、ネルの子こアブネルは、さきにサウルの子こイシボセテを取とり、マハナイムに連つれて渡わたり、 9彼かれをギレアデ、アシュルびと、エズレル、エフライム、ベニヤミンおよび全ぜんイスラエルの王おうとした。 10サウルの子こイシボセテはイスラエルの王おうとなった時とき、四十歳さいであって、二年ねんの間あいだ、世よを治おさめたが、ユダの家いえはダビデに従したがった。 11ダビデがヘブロンにいてユダの家いえの王おうであった日数にっすうは七年ねんと六か月げつであった。
    


    
      12ネルの子こアブネル、およびサウルの子こイシボセテの家来けらいたちはマハナイムを出でてギベオンへ行いった。 13ゼルヤの子こヨアブとダビデの家来けらいたちも出でていって、ギベオンの池いけのそばで彼かれらと出会であい、一方いっぽうは池いけのこちら側がわに、一方いっぽうは池いけのあちら側がわにすわった。 14アブネルはヨアブに言いった、「さあ、若者わかものたちを立たたせて、われわれの前まえで勝負しょうぶをさせよう」。ヨアブは言いった、「彼かれらを立たたせよう」。 15こうしてサウルの子こイシボセテとベニヤミンびととのために十二人にん、およびダビデの家来けらいたち十二人にんを数かぞえて出だした。彼かれらは立たって進すすみ、 16おのおの相手あいての頭あたまを捕とらえ、つるぎを相手あいてのわき腹ばらに刺さし、こうして彼かれらは共ともに倒たおれた。それゆえ、その所ところはヘルカテ・ハヅリムと呼よばれた。それはギベオンにある。 17その日ひ、戦たたかいはひじょうに激はげしく、アブネルとイスラエルの人々ひとびとはダビデの家来けらいたちの前まえに敗やぶれた。
    


    
      18その所ところにゼルヤの三人にんの子こ、ヨアブ、アビシャイ、およびアサヘルがいたが、アサヘルは足あしの早はやいこと、野ののかもしかのようであった。 19アサヘルはアブネルのあとを追おっていったが、行いくのに右みぎにも左ひだりにも曲まがることなく、アブネルのあとに走はしった。 20アブネルは後うしろをふりむいて言いった、「あなたはアサヘルであったか」。アサヘルは答こたえた、「わたしです」。 21アブネルは彼かれに言いった、「右みぎか左ひだりに曲まがって、若者わかもののひとりを捕とらえ、そのよろいを奪うばいなさい」。しかしアサヘルはアブネルを追おうことをやめず、ほかに向むかおうともしなかった。 22アブネルはふたたびアサヘルに言いった、「わたしを追おうことをやめて、ほかに向むかいなさい。あなたを地ちに撃うち倒たおすことなど、どうしてわたしにできようか。それをすれば、わたしは、どうしてあなたの兄あにヨアブに顔かおを合あわせることができようか」。 23それでもなお彼かれは、ほかに向むかうことを拒こばんだので、アブネルは、やりの石いし突つきで彼かれの腹はらを突ついたので、やりはその背中せなかに出でた。彼かれはそこに倒たおれて、その場ばで死しんだ。そしてアサヘルが倒たおれて死しんでいる場所ばしょに来くる者ものは皆みな立たちとどまった。
    


    
      24しかしヨアブとアビシャイとは、なおアブネルのあとを追おったが、彼かれらがギベオンの荒野あらのの道みちのほとり、ギアの前まえにあるアンマの山やまにきた時とき、日ひは暮くれた。 25ベニヤミンの人々ひとびとはアブネルのあとについてきて、集あつまり、一隊たいとなって、一つの山やまの頂いただきに立たった。 26その時ときアブネルはヨアブに呼よばわって言いった、「いつまでもつるぎをもって滅ほろぼそうとするのか。あなたはその結果けっかの悲惨ひさんなのを知しらないのか。いつまで民たみにその兄弟きょうだいを追おうことをやめよと命めいじないのか」。 27ヨアブは言いった、「神かみは生いきておられる。もしあなたが言いいださなかったならば、民たみはおのおのその兄弟きょうだいを追おわずに、朝あさのうちに去さっていたであろう」。 28こうしてヨアブは角笛つのぶえを吹ふいたので、民たみはみな立たちとどまって、もはやイスラエルのあとを追おわず、また重かさねて戦たたかわなかった。
    


    
      29アブネルとその従者じゅうしゃたちは、夜よもすがら、アラバを通とおって行いき、ヨルダンを渡わたり、昼ひるまで行進こうしんを続つづけてマハナイムに着ついた。 30ヨアブはアブネルを追おうことをやめて帰かえり、民たみをみな集あつめたが、ダビデの家来けらいたち十九人ひととアサヘルとが見当みあたらなかった。 31しかし、ダビデの家来けらいたちは、アブネルの従者じゅうしゃであるベニヤミンの人々ひとびと三百六十人にんを撃うち殺ころした。 32人々ひとびとはアサヘルを取とり上あげてベツレヘムにあるその父ちちの墓はかに葬ほうむった。ヨアブとその従者じゅうしゃたちは、夜よもすがら行いって、夜明よあけにヘブロンに着ついた。
    

  


  


  
    第三章


    
      1サウルの家いえとダビデの家いえとの間あいだの戦争せんそうは久ひさしく続つづき、ダビデはますます強つよくなり、サウルの家いえはますます弱よわくなった。
    


    
      2ヘブロンでダビデに男おとこの子こが生うまれた。彼かれの長子ちょうしはエズレルの女おんなアヒノアムの産うんだアムノン、 3その次つぎはカルメルびとナバルの妻つまであったアビガイルの産うんだキレアブ、第だい三はゲシュルの王おうタルマイの娘むすめマアカの子こアブサロム、 4第だい四はハギテの子こアドニヤ、第だい五はアビタルの子こシパテヤ、 5第だい六はダビデの妻つまエグラの産うんだイテレアム。これらの子こがヘブロンでダビデに生うまれた。
    


    
      6サウルの家いえとダビデの家いえとが戦たたかいを続つづけている間あいだに、アブネルはサウルの家いえで、強つよくなってきた。 7さてサウルには、ひとりのそばめがあった。その名なをリヅパといい、アヤの娘むすめであったが、イシボセテはアブネルに言いった、「あなたはなぜわたしの父ちちのそばめのところにはいったのですか」。 8アブネルはイシボセテの言葉ことばを聞きき、非常ひじょうに怒いかって言いった、「わたしはユダの犬いぬのかしらですか。わたしはきょう、あなたの父ちちサウルの家いえと、その兄弟きょうだいと、その友人ゆうじんとに忠誠ちゅうせいをあらわして、あなたをダビデの手てに渡わたすことをしなかったのに、あなたはきょう、女おんなの事ことのあやまちを挙あげてわたしを責せめられる。 9主しゅがダビデに誓ちかわれたことを、わたしが彼かれのためになし遂とげないならば、神かみがアブネルをいくえにも罰ばっしられるように。 10すなわち王国おうこくをサウルの家いえから移うつし、ダビデの位くらいをダンからベエルシバに至いたるまで、イスラエルとユダの上うえに立たたせられるであろう」。 11イシボセテはアブネルを恐おそれたので、ひと言ことも彼かれに答こたえることができなかった。
    


    
      12アブネルはヘブロンにいるダビデのもとに使者ししゃをつかわして言いった、「国くにはだれのものですか。わたしと契約けいやくを結むすびなさい。わたしはあなたに力添ちからぞえして、イスラエルをことごとくあなたのものにしましょう」。 13ダビデは言いった、「よろしい。わたしは、あなたと契約けいやくを結むすびましょう。ただし一つの事ことをあなたに求もとめます。あなたがきてわたしの顔かおを見みるとき、まずサウルの娘むすめミカルを連つれて来くるのでなければ、わたしの顔かおを見みることはできません」。 14それからダビデは使者ししゃをサウルの子こイシボセテにつかわして言いった、「ペリシテびとの陽ようの皮かわ一百をもってめとったわたしの妻つまミカルを引ひき渡わたしなさい」。 15そこでイシボセテは人ひとをやって彼女かのじょをその夫おっと、ライシの子こパルテエルから取とったので、 16その夫おっとは彼女かのじょと共ともに行いき、泣なきながら彼女かのじょのあとについて、バホリムまで行いったが、アブネルが彼かれに「帰かえって行いけ」と言いったので彼かれは帰かえった。
    


    
      17アブネルはイスラエルの長老ちょうろうたちと協議きょうぎして言いった、「あなたがたは以前いぜんからダビデをあなたがたの王おうとすることを求もとめていましたが、 18今いまそれをしなさい。主しゅがダビデについて、『わたしのしもべダビデの手てによって、わたしの民たみイスラエルをペリシテびとの手て、およびもろもろの敵てきの手てから救すくい出だすであろう』と言いわれたからです」。 19アブネルはまたベニヤミンにも語かたった。そしてアブネルは、イスラエルとベニヤミンの全家ぜんかが良よいと思おもうことをみな、ヘブロンでダビデに告つげようとして出発しゅっぱつした。
    


    
      20アブネルが二十人にんを従したがえてヘブロンにいるダビデのもとに行いった時とき、ダビデはアブネルと彼かれに従したがっている従者じゅうしゃたちのために酒宴しゅえんを設もうけた。 21アブネルはダビデに言いった、「わたしは立たって行いき、イスラエルをことごとく、わが主しゅ、王おうのもとに集あつめて、あなたと契約けいやくを結むすばせ、あなたの望のぞむものをことごとく治おさめられるようにいたしましょう」。こうしてダビデはアブネルを送おくり帰かえらせたので彼かれは安全あんぜんに去さって行いった。
    


    
      22ちょうどその時とき、ダビデの家来けらいたちはヨアブと共ともに多おおくのぶんどり物ものを携たずさえて略奪りゃくだつから帰かえってきた。しかしアブネルはヘブロンのダビデのもとにはいなかった。ダビデが彼かれを帰かえらせて彼かれが安全あんぜんに去さったからである。 23ヨアブおよび彼かれと共ともにいた軍勢ぐんぜいがみな帰かえってきたとき、人々ひとびとはヨアブに言いった、「ネルの子こアブネルが王おうのもとにきたが、王おうが彼かれを帰かえらせたので彼かれは安全あんぜんに去さった」。 24そこでヨアブは王おうのもとに行いって言いった、「あなたは何なにをなさったのですか。アブネルがあなたの所ところにきたのに、あなたはどうして、彼かれを返かえし去さらせられたのですか。 25ネルの子こアブネルがあなたを欺あざむくためにきたこと、そしてあなたの出入でいりを知しり、またあなたのなさっていることを、ことごとく知しるためにきたことをあなたはごぞんじです」。
    


    
      26ヨアブはダビデの所ところから出でてきて、使者ししゃをつかわし、アブネルを追おわせたので、彼かれらはシラの井戸いどから彼かれを連つれて帰かえった。しかしダビデはその事ことを知しらなかった。 27アブネルがヘブロンに帰かえってきたとき、ヨアブはひそかに語かたろうといって彼かれを門もんのうちに連つれて行いき、その所ところで彼かれの腹はらを刺さして死しなせ、自分じぶんの兄弟きょうだいアサヘルの血ちを報むくいた。 28その後のちダビデはこの事ことを聞きいて言いった、「わたしとわたしの王国おうこくとは、ネルの子こアブネルの血ちに関かんして、主しゅの前まえに永久えいきゅうに罪つみはない。 29どうぞ、その罪つみがヨアブの頭あたまと、その父ちちの全家ぜんかに帰きするように。またヨアブの家いえには流出りゅうしゅつを病やむ者もの、らい病人びょうにん、つえにたよる者もの、つるぎに倒たおれる者もの、または食物しょくもつの乏とぼしい者ものが絶たえないように」。 30こうしてヨアブとその弟おとうとアビシャイとはアブネルを殺ころしたが、それは彼かれがギベオンの戦たたかいで彼かれらの兄弟きょうだいアサヘルを殺ころしたためであった。
    


    
      31ダビデはヨアブおよび自分じぶんと共ともにいるすべての民たみに言いった、「あなたがたは着物きものを裂さき、荒布あらぬのをまとい、アブネルの前まえに嘆なげきながら行いきなさい」。そしてダビデ王おうはその棺かんのあとに従したがった。 32人々ひとびとはアブネルをヘブロンに葬ほうむった。王おうはアブネルの墓はかで声こえをあげて泣なき、民たみもみな泣ないた。 33王おうはアブネルのために悲かなしみの歌うたを作つくって言いった、

      
        「愚おろかな人ひとの死しぬように、

        アブネルがどうして死しんだのか。

        34あなたの手ては縛しばられず、

        足あしには足あしかせもかけられないのに、

        悪人あくにんの前まえに倒たおれる人ひとのように、

        あなたは倒たおれた」。

      
そして民たみは皆みな、ふたたび彼かれのために泣ないた。 35民たみはみなきて、日ひのあるうちに、ダビデにパンを食たべさせようとしたが、ダビデは誓ちかって言いった、「もしわたしが日ひの入いる前まえに、パンでも、ほかのものでも味あじわうならば、神かみがわたしをいくえにも罰ばっしられるように」。 36民たみはみなそれを見みて満足まんぞくした。すべて王おうのすることは民たみを満足まんぞくさせた。 37その日ひすべての民たみおよびイスラエルは皆みな、ネルの子こアブネルを殺ころしたのは、王おうの意思いしによるものでないことを知しった。 38王おうはその家来けらいたちに言いった、「この日ひイスラエルで、ひとりの偉大いだいなる将軍しょうぐんが倒たおれたのをあなたがたは知しらないのか。 39わたしは油あぶらを注そそがれた王おうであるけれども、今日こんにちなお弱よわい。ゼルヤの子こであるこれらの人々ひとびとはわたしの手てにおえない。どうぞ主しゅが悪あくを行おこなう者ものに、その悪あくにしたがって報むくいられるように」。
    

  


  


  
    第四章


    
      1サウルの子こイシボセテは、アブネルがヘブロンで死しんだことを聞きいて、その力ちからを失うしない、イスラエルは皆みなあわてた。 2サウルの子こイシボセテにはふたりの略奪りゃくだつ隊たいの隊長たいちょうがあった。ひとりの名なはバアナ、他たのひとりの名なはレカブといって、ベニヤミンの子孫しそんであるベロテびとリンモンの子こたちであった。（それはベロテもまたベニヤミンのうちに数かぞえられているからである。 3ベロテびとはギッタイムに逃にげていって、今日こんにちまでその所ところに寄留きりゅうしている）。
    


    
      4さてサウルの子こヨナタンに足あしのなえた子こがひとりあった。エズレルからサウルとヨナタンの事ことの知しらせがきた時とき、彼かれは五歳さいであった。うばが彼かれを抱だいて逃にげたが、急いそいで逃にげる時とき、その子こは落おちて足あしなえとなった。その名なはメピボセテといった。
    


    
      5ベロテびとリンモンの子こたち、レカブとバアナとは出立しゅったつして、日ひの暑あついころイシボセテの家いえにきたが、イシボセテは昼寝ひるねをしていた。 6家いえの門もんを守まもる女おんなは麦むぎをあおぎ分わけていたが、眠ねむくなって寝ねてしまった。そこでレカブとその兄弟きょうだいバアナは、ひそかに中なかにはいった。 7彼かれらが家いえにはいった時とき、イシボセテは寝室しんしつで床ゆかの上うえに寝ねていたので、彼かれらはそれを撃うって殺ころし、その首くびをはね、その首くびを取とって、よもすがらアラバの道みちを行いき、 8イシボセテの首くびをヘブロンにいるダビデのもとに携たずさえて行いって王おうに言いった、「あなたの命いのちを求もとめたあなたの敵てきサウルの子こイシボセテの首くびです。主しゅはきょう、わが君きみ、王おうのためにサウルとそのすえとに報復ほうふくされました」。 9ダビデはベロテびとリンモンの子こレカブとその兄弟きょうだいバアナに答こたえた、「わたしの命いのちを、もろもろの苦難くなんから救すくわれた主しゅは生いきておられる。 10わたしはかつて、人ひとがわたしに告つげて、『見みよ、サウルは死しんだ』と言いって、みずから良よいおとずれを伝つたえる者ものと思おもっていた者ものを捕とらえてチクラグで殺ころし、そのおとずれに報むくいたのだ。 11悪人あくにんが正ただしい人ひとをその家いえの床ゆかの上うえで殺ころしたときは、なおさらのことだ。今いまわたしが、彼かれの血ちを流ながした罪つみを報むくい、あなたがたを、この地ちから絶たち滅ほろぼさないでおくであろうか」。 12そしてダビデは若者わかものたちに命めいじたので、若者わかものたちは彼かれらを殺ころし、その手足てあしを切きり離はなし、ヘブロンの池いけのほとりで木きに掛かけた。人々ひとびとはイシボセテの首くびを持もって行いって、ヘブロンにあるアブネルの墓はかに葬ほうむった。
    

  


  


  
    第五章


    
      1イスラエルのすべての部族ぶぞくはヘブロンにいるダビデのもとにきて言いった、「われわれは、あなたの骨肉こつにくです。 2先さきにサウルがわれわれの王おうであった時ときにも、あなたはイスラエルを率ひきいて出入でいりされました。そして主しゅはあなたに、『あなたはわたしの民たみイスラエルを牧ぼくするであろう。またあなたはイスラエルの君きみとなるであろう』と言いわれました」。 3このようにイスラエルの長老ちょうろうたちが皆みな、ヘブロンにいる王おうのもとにきたので、ダビデ王おうはヘブロンで主しゅの前まえに彼かれらと契約けいやくを結むすんだ。そして彼かれらはダビデに油あぶらを注そそいでイスラエルの王おうとした。 4ダビデは王おうとなったとき三十歳さいで、四十年ねんの間あいだ、世よを治おさめた。 5すなわちヘブロンで七年ねん六か月げつユダを治おさめ、またエルサレムで三十三年ねん、全ぜんイスラエルとユダを治おさめた。
    


    
      6王おうとその従者じゅうしゃたちとはエルサレムへ行いって、その地ちの住民じゅうみんエブスびとを攻せめた。エブスびとはダビデに言いった、「あなたはけっして、ここに攻せめ入いることはできない。かえって、めしいや足あしなえでも、あなたを追おい払はらうであろう」。彼かれらが「ダビデはここに攻せめ入いることはできない」と思おもったからである。 7ところがダビデはシオンの要害ようがいを取とった。これがダビデの町まちである。 8その日ひダビデは、「だれでもエブスびとを撃うとうとする人ひとは、水みずをくみ上あげる縦穴たてあなを上のぼって行いって、ダビデが心こころに憎にくんでいる足あしなえやめしいを撃うて」と言いった。それゆえに人々ひとびとは、「めしいや足あしなえは、宮みやにはいってはならない」と言いいならわしている。 9ダビデはその要害ようがいに住すんで、これをダビデの町まちと名なづけた。またダビデはミロから内うちの周囲しゅういに城壁じょうへきを築きずいた。 10こうしてダビデはますます大おおいなる者ものとなり、かつ万軍ばんぐんの神かみ、主しゅが彼かれと共ともにおられた。
    


    
      11ツロの王おうヒラムはダビデに使者ししゃをつかわして、香柏こうはくおよび大工だいくと石工いしくを送おくった。彼かれらはダビデのために家いえを建たてた。 12そしてダビデは主しゅが自分じぶんを堅かたく立たててイスラエルの王おうとされたこと、主しゅがその民たみイスラエルのためにその王国おうこくを興おこされたことを悟さとった。
    


    
      13ダビデはヘブロンからきて後のち、さらにエルサレムで妻つまとそばめを入いれたので、むすこと娘むすめがまたダビデに生うまれた。 14エルサレムで彼かれに生うまれた者ものの名なは次つぎのとおりである。シャンムア、ショバブ、ナタン、ソロモン、 15イブハル、エリシュア、ネペグ、ヤピア、 16エリシャマ、エリアダ、およびエリペレテ。
    


    
      17さてペリシテびとは、ダビデが油あぶらを注そそがれてイスラエルの王おうになったことを聞きき、みな上のぼってきてダビデを捜さがしたが、ダビデはそれを聞きいて要害ようがいに下くだって行いった。 18ペリシテびとはきて、レパイムの谷たにに広ひろがっていた。 19ダビデは主しゅに問とうて言いった、「ペリシテびとに向むかって上のぼるべきでしょうか。あなたは彼かれらをわたしの手てに渡わたされるでしょうか」。主しゅはダビデに言いわれた、「上のぼるがよい。わたしはかならずペリシテびとをあなたの手てに渡わたすであろう」。 20そこでダビデはバアル・ペラジムへ行いって、彼かれらをその所ところで撃うち破やぶり、そして言いった、「主しゅは、破やぶり出でる水みずのように、敵てきをわたしの前まえに破やぶられた」。それゆえにその所ところの名なはバアル・ペラジムと呼よばれている。 21ペリシテびとはその所ところに彼かれらの偶像ぐうぞうを捨すてて行いったので、ダビデとその従者じゅうしゃたちはそれを運はこび去さった。
    


    
      22ペリシテびとが、ふたたび上のぼってきて、レパイムの谷たにに広ひろがったので、 23ダビデは主しゅに問とうたが、主しゅは言いわれた、「上のぼってはならない。彼かれらのうしろに回まわり、バルサムの木きの前まえから彼かれらを襲おそいなさい。 24バルサムの木きの上うえに行進こうしんの音おとが聞きこえたならば、あなたは奮ふるい立たたなければならない。その時とき、主しゅがあなたの前まえに出でて、ペリシテびとの軍勢ぐんぜいを撃うたれるからである」。 25ダビデは、主しゅが命めいじられたようにして、ペリシテびとを撃うち、ゲバからゲゼルに及およんだ。
    

  


  


  
    第六章


    
      1ダビデは再ふたたびイスラエルのえり抜ぬきの者もの三万人にんをことごとく集あつめた。 2そしてダビデは立たって、自分じぶんと共ともにいるすべての民たみと共ともにバアレ・ユダへ行いって、神かみの箱はこをそこからかき上のぼろうとした。この箱はこはケルビムの上うえに座ざしておられる万軍ばんぐんの主しゅの名なをもって呼よばれている。 3彼かれらは神かみの箱はこを新あたらしい車くるまに載のせて、山やまの上うえにあるアビナダブの家いえから運はこび出だした。 4アビナダブの子こたち、ウザとアヒオとが神かみの箱はこを載のせた新あたらしい車くるまを指揮しきし、ウザは神かみの箱はこのかたわらに沿そい、アヒオは箱はこの前まえに進すすんだ。 5ダビデとイスラエルの全家ぜんかは琴ことと立琴たてごとと手て鼓つづみと鈴すずとシンバルとをもって歌うたをうたい、力ちからをきわめて、主しゅの前まえに踊おどった。
    


    
      6彼かれらがナコンの打うち場ばにきた時とき、ウザは神かみの箱はこに手てを伸のべて、それを押おさえた。牛うしがつまずいたからである。 7すると主しゅはウザに向むかって怒いかりを発はっし、彼かれが手てを箱はこに伸のべたので、彼かれをその場ばで撃うたれた。彼かれは神かみの箱はこのかたわらで死しんだ。 8主しゅがウザを撃うたれたので、ダビデは怒いかった。その所ところは今日こんにちまでペレヅ・ウザと呼よばれている。 9その日ひダビデは主しゅを恐おそれて言いった、「どうして主しゅの箱はこがわたしの所ところに来くることができようか」。 10ダビデは主しゅの箱はこをダビデの町まちに入いれることを好このまず、これを移うつしてガテびとオベデエドムの家いえに運はこばせた。 11神かみの箱はこはガテびとオベデエドムの家いえに三か月げつとどまった。主しゅはオベデエドムとその全家ぜんかを祝福しゅくふくされた。
    


    
      12しかしダビデ王おうは、「主しゅが神かみの箱はこのゆえに、オベデエドムの家いえとそのすべての所有しょゆうを祝福しゅくふくされている」と聞きき、ダビデは行いって、喜よろこびをもって、神かみの箱はこをオベデエドムの家いえからダビデの町まちにかき上のぼった。 13主しゅの箱はこをかく者ものが六歩ほ進すすんだ時とき、ダビデは牛うしと肥こえた物ものを犠牲ぎせいとしてささげた。 14そしてダビデは力ちからをきわめて、主しゅの箱はこの前まえで踊おどった。その時ときダビデは亜麻あま布ぬののエポデをつけていた。 15こうしてダビデとイスラエルの全家ぜんかとは、喜よろこびの叫さけびと角笛つのぶえの音おとをもって、神かみの箱はこをかき上のぼった。
    


    
      16主しゅの箱はこがダビデの町まちにはいった時とき、サウルの娘むすめミカルは窓まどからながめ、ダビデ王おうが主しゅの前まえに舞まい踊おどるのを見みて、心こころのうちにダビデをさげすんだ。 17人々ひとびとは主しゅの箱はこをかき入いれて、ダビデがそのために張はった天幕てんまくの中なかのその場所ばしょに置おいた。そしてダビデは燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいを主しゅの前まえにささげた。 18ダビデは燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいをささげ終おわった時とき、万軍ばんぐんの主しゅの名なによって民たみを祝福しゅくふくした。 19そしてすべての民たみ、イスラエルの全ぜん民衆みんしゅうに、男おとこにも女おんなにも、おのおのパンの菓子かし一個こ、肉にく一きれ、ほしぶどう一かたまりを分わけ与あたえた。こうして民たみはみなおのおのその家いえに帰かえった。
    


    
      20ダビデが家族かぞくを祝福しゅくふくしようとして帰かえってきた時とき、サウルの娘むすめミカルはダビデを出迎でむかえて言いった、「きょうイスラエルの王おうはなんと威厳いげんのあったことでしょう。いたずら者ものが、恥はじも知しらず、その身みを現あらわすように、きょう家来けらいたちのはしためらの前まえに自分じぶんの身みを現あらわされました」。 21ダビデはミカルに言いった、「あなたの父ちちよりも、またその全家ぜんかよりも、むしろわたしを選えらんで、主しゅの民たみイスラエルの君きみとせられた主しゅの前まえに踊おどったのだ。わたしはまた主しゅの前まえに踊おどるであろう。 22わたしはこれよりももっと軽かろんじられるようにしよう。そしてあなたの目めには卑いやしめられるであろう。しかしわたしは、あなたがさきに言いった、はしためたちに誉ほまれを得えるであろう」。 23こうしてサウルの娘むすめミカルは死しぬ日ひまで子供こどもがなかった。
    

  


  


  
    第七章


    
      1さて、王おうが自分じぶんの家いえに住すみ、また主しゅが周囲しゅういの敵てきをことごとく打うち退しりぞけて彼かれに安息あんそくを賜たまわった時とき、 2王おうは預言者よげんしゃナタンに言いった、「見みよ、今いまわたしは、香柏こうはくの家いえに住すんでいるが、神かみの箱はこはなお幕屋まくやのうちにある」。 3ナタンは王おうに言いった、「主しゅがあなたと共ともにおられますから、行いって、すべてあなたの心こころにあるところを行おこないなさい」。
    


    
      4その夜よ、主しゅの言葉ことばがナタンに臨のぞんで言いった、 5「行いって、わたしのしもべダビデに言いいなさい、『主しゅはこう仰おおせられる。あなたはわたしの住すむ家いえを建たてようとするのか。 6わたしはイスラエルの人々ひとびとをエジプトから導みちびき出だした日ひから今日こんにちまで、家いえに住すまわず、天幕てんまくをすまいとして歩あゆんできた。 7わたしがイスラエルのすべての人々ひとびとと共ともに歩あゆんだすべての所ところで、わたしがわたしの民たみイスラエルを牧ぼくすることを命めいじたイスラエルのさばきづかさのひとりに、ひと言ことでも「どうしてあなたがたはわたしのために香柏こうはくの家いえを建たてないのか」と、言いったことがあるであろうか』。 8それゆえ、今いまあなたは、わたしのしもべダビデにこう言いいなさい、『万軍ばんぐんの主しゅはこう仰おおせられる。わたしはあなたを牧場まきばから、羊ひつじに従したがっている所ところから取とって、わたしの民たみイスラエルの君きみとし、 9あなたがどこへ行いくにも、あなたと共ともにおり、あなたのすべての敵てきをあなたの前まえから断たち去さった。わたしはまた地上ちじょうの大おおいなる者ものの名なのような大おおいなる名なをあなたに得えさせよう。 10そしてわたしの民たみイスラエルのために一つの所ところを定さだめて、彼かれらを植うえつけ、彼かれらを自分じぶんの所ところに住すませ、重かさねて動うごくことのないようにするであろう。 11また前まえのように、わたしがわたしの民たみイスラエルの上うえにさばきづかさを立たてた日ひからこのかたのように、悪人あくにんが重かさねてこれを悩なやますことはない。わたしはあなたのもろもろの敵てきを打うち退しりぞけて、あなたに安息あんそくを与あたえるであろう。主しゅはまた「あなたのために家いえを造つくる」と仰おおせられる。 12あなたが日ひが満みちて、先祖せんぞたちと共ともに眠ねむる時とき、わたしはあなたの身みから出でる子こを、あなたのあとに立たてて、その王国おうこくを堅かたくするであろう。 13彼かれはわたしの名なのために家いえを建たてる。わたしは長ながくその国くにの位くらいを堅かたくしよう。 14わたしは彼かれの父ちちとなり、彼かれはわたしの子ことなるであろう。もし彼かれが罪つみを犯おかすならば、わたしは人ひとのつえと人ひとの子このむちをもって彼かれを懲こらす。 15しかしわたしはわたしのいつくしみを、わたしがあなたの前まえから除のぞいたサウルから取とり去さったように、彼かれからは取とり去さらない。 16あなたの家いえと王国おうこくはわたしの前まえに長ながく保たもつであろう。あなたの位くらいは長ながく堅かとうせられる』」。 17ナタンはすべてこれらの言葉ことばのように、またすべてこの幻まぼろしのようにダビデに語かたった。
    


    
      18その時ときダビデ王おうは、はいって主しゅの前まえに座ざして言いった、「主しゅなる神かみよ、わたしがだれ、わたしの家いえが何なにであるので、あなたはこれまでわたしを導みちびかれたのですか。 19主しゅなる神かみよ、これはなおあなたの目めには小ちいさい事ことです。主しゅなる神かみよ、あなたはまたしもべの家いえの、はるか後のちの事ことを語かたって、きたるべき代々よよのことを示しめされました。 20ダビデはこの上うえなにをあなたに申もうしあげることができましょう。主しゅなる神かみよ、あなたはしもべを知しっておられるのです。 21あなたの約束やくそくのゆえに、またあなたの心こころに従したがって、あなたはこのもろもろの大おおいなる事ことを行おこない、しもべにそれを知しらせられました。 22主しゅなる神かみよ、あなたは偉大いだいです。それは、われわれがすべて耳みみに聞きいたところによれば、あなたのような者ものはなく、またあなたのほかに神かみはないからです。 23地ちのどの国民こくみんが、あなたの民たみイスラエルのようでありましょうか。これは神かみが行いって、自分じぶんのためにあがなって民たみとし、自みずからの名なをあげられたもの、また彼かれらのために大おおいなる恐おそるべきことをなし、その民たみの前まえから国くにびととその神々かみがみとを追おい出だされたものです。 24そしてあなたの民たみイスラエルを永遠えいえんにあなたの民たみとして、自分じぶんのために、定さだめられました。主しゅよ、あなたは彼かれらの神かみとなられたのです。 25主しゅなる神かみよ、今いまあなたが、しもべとしもべの家いえとについて語かたられた言葉ことばを長ながく堅かとうして、あなたの言いわれたとおりにしてください。 26そうすれば、あなたの名なはとこしえにあがめられて、『万軍ばんぐんの主しゅはイスラエルの神かみである』と言いわれ、あなたのしもべダビデの家いえは、あなたの前まえに堅かたく立たつことができましょう。 27万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみよ、あなたはしもべに示しめして、『おまえのために家いえを建たてよう』と言いわれました。それゆえ、しもべはこの祈いのりをあなたにささげる勇気ゆうきを得えたのです。 28主しゅなる神かみよ、あなたは神かみにましまし、あなたの言葉ことばは真実しんじつです。あなたはこの良よき事ことをしもべに約束やくそくされました。 29どうぞ今いま、しもべの家いえを祝福しゅくふくし、あなたの前まえに長ながくつづかせてくださるように。主しゅなる神かみよ、あなたがそれを言いわれたのです。どうぞあなたの祝福しゅくふくによって、しもべの家いえがながく祝福しゅくふくされますように」。
    

  


  


  
    第八章


    
      1この後のちダビデはペリシテびとを撃うって、これを征服せいふくした。ダビデはまたペリシテびとの手てからメテグ・アンマを取とった。
    


    
      2彼かれはまたモアブを撃うち、彼かれらを地ちに伏ふさせ、なわをもって彼かれらを測はかった。すなわち二筋すじのなわをもって殺ころすべき者ものを測はかり、一筋すじのなわをもって生いかしておく者ものを測はかった。そしてモアブびとは、ダビデのしもべとなって、みつぎを納おさめた。
    


    
      3ダビデはまたレホブの子こであるゾバの王おうハダデゼルが、ユフラテ川かわのほとりにその勢力せいりょくを回復かいふくしようとして行いくところを撃うった。 4そしてダビデは彼かれから騎兵きへい千七百人にん、歩兵ほへい二万人にんを取とった。ダビデはまた一百の戦車せんしゃの馬うまを残のこして、そのほかの戦車せんしゃの馬うまはみなその足あしの筋すじを切きった。 5ダマスコのスリヤびとが、ゾバの王おうハダデゼルを助たすけるためにきたので、ダビデはスリヤびと二万二千人にんを殺ころした。 6そしてダビデはダマスコのスリヤに守備しゅび隊たいを置おいた。スリヤびとは、ダビデのしもべとなって、みつぎを納おさめた。主しゅはダビデにすべてその行いく所ところで勝利しょうりを与あたえられた。 7ダビデはハダデゼルのしもべらが持もっていた金きんの盾たてを奪うばって、エルサレムに持もってきた。 8ダビデ王おうはまたハダデゼルの町まち、ベタとベロタイから、ひじょうに多おおくの青銅せいどうを取とった。
    


    
      9時ときにハマテの王おうトイは、ダビデがハダデゼルのすべての軍勢ぐんぜいを撃うち破やぶったことを聞きき、 10その子こヨラムをダビデ王おうのもとにつかわして、彼かれにあいさつし、かつ祝しゅくを述のべさせた。ハダデゼルはかつてしばしばトイと戦たたかいを交まじえたが、ダビデがハダデゼルと戦たたかってこれを撃うち破やぶったからである。ヨラムが銀ぎんの器うつわと金きんの器うつわと青銅せいどうの器うつわを携たずさえてきたので、 11ダビデ王おうは征服せいふくしたすべての国民こくみんから取とってささげた金銀きんぎんと共ともにこれらをも主しゅにささげた。 12すなわちエドム、モアブ、アンモンの人々ひとびと、ペリシテびと、アマレクから獲えた物もの、およびゾバの王おうレホブの子こハダデゼルから獲えたぶんどり物ものと共ともにこれをささげた。
    


    
      13こうしてダビデは名声めいせいを得えた。彼かれは帰かえってきてから塩しおの谷たにでエドムびと一万八千人にんを撃うち殺ころした。 14そしてエドムに守備しゅび隊たいを置おいた。すなわちエドムの全ぜん地ちに守備しゅび隊たいを置おき、エドムびとは皆みなダビデのしもべとなった。主しゅはダビデにすべてその行いく所ところで勝利しょうりを与あたえられた。
    


    
      15こうしてダビデはイスラエルの全ぜん地ちを治おさめ、そのすべての民たみに正義せいぎと公平こうへいを行おこなった。 16ゼルヤの子こヨアブは軍ぐんの長ちょう、アヒルデの子こヨシャパテは史官しかん、 17アヒトブの子こザドクとアビヤタルの子こアヒメレクは祭司さいし、セラヤは書記官しょきかん、 18エホヤダの子こベナヤはケレテびととペレテびとの長ちょう、ダビデの子こたちは祭司さいしであった。
    

  


  


  
    第九章


    
      1時ときにダビデは言いった、「サウルの家いえの人ひとで、なお残のこっている者ものがあるか。わたしはヨナタンのために、その人ひとに恵めぐみを施ほどこそう」。 2さて、サウルの家いえにヂバという名なのしもべがあったが、人々ひとびとが彼かれをダビデのもとに呼よび寄よせたので、王おうは彼かれに言いった、「あなたがヂバか」。彼かれは言いった、「しもべがそうです」。 3王おうは言いった、「サウルの家いえの人ひとがまだ残のこっていませんか。わたしはその人ひとに神かみの恵めぐみを施ほどこそうと思おもう」。ヂバは王おうに言いった、「ヨナタンの子こがまだおります。あしなえです」。 4王おうは彼かれに言いった、「その人ひとはどこにいるのか」。ヂバは王おうに言いった、「彼かれはロ・デバルのアンミエルの子こマキルの家いえにおります」。 5ダビデ王おうは人ひとをつかわして、ロ・デバルのアンミエルの子こマキルの家いえから、彼かれを連つれてこさせた。 6サウルの子こヨナタンの子こであるメピボセテはダビデのもとにきて、ひれ伏ふして拝はいした。ダビデが、「メピボセテよ」と言いったので、彼かれは、「しもべは、ここにおります」と答こたえた。 7ダビデは彼かれに言いった、「恐おそれることはない。わたしはかならずあなたの父ちちヨナタンのためにあなたに恵めぐみを施ほどこしましょう。あなたの父ちちサウルの地ちをみなあなたに返かえします。またあなたは常つねにわたしの食卓しょくたくで食事しょくじをしなさい」。 8彼かれは拝はいして言いった、「あなたは、しもべを何なんとおぼしめして、死しんだ犬いぬのようなわたしを顧かえりみられるのですか」。
    


    
      9王おうはサウルのしもべヂバを呼よんで言いった、「すべてサウルとその家いえに属ぞくする物ものを皆みな、わたしはあなたの主人しゅじんの子こに与あたえた。 10あなたと、あなたの子こたちと、しもべたちとは、彼かれのために地ちを耕たがやして、あなたの主人しゅじんの子こが食たべる食物しょくもつを取とり入いれなければならない。しかしあなたの主人しゅじんの子こメピボセテはいつもわたしの食卓しょくたくで食事しょくじをするであろう」。ヂバには十五人にんの男おとこの子こと二十人にんのしもべがあった。 11ヂバは王おうに言いった、「すべて王おうわが主君しゅくんがしもべに命めいじられるとおりに、しもべはいたしましょう」。こうしてメピボセテは王おうの子このひとりのようにダビデの食卓しょくたくで食事しょくじをした。 12メピボセテには小ちいさい子こがあって、名なをミカといった。そしてヂバの家いえに住すんでいる者ものはみなメピボセテのしもべとなった。 13メピボセテはエルサレムに住すんだ。彼かれがいつも王おうの食卓しょくたくで食事しょくじをしたからである。彼かれは両足りょうあしともに、なえていた。
    

  


  


  
    第十章


    
      1この後のちアンモンの人々ひとびとの王おうが死しんで、その子こハヌンがこれに代かわって王おうとなった。 2そのときダビデは言いった、「わたしはナハシの子こハヌンに、その父ちちがわたしに恵めぐみを施ほどこしたように、恵めぐみを施ほどこそう」。そしてダビデは彼かれを、その父ちちのゆえに慰なぐさめようと、しもべをつかわした。ダビデのしもべたちはアンモンの人々ひとびとの地ちに行いったが、 3アンモンの人々ひとびとのつかさたちはその主君しゅくんハヌンに言いった、「ダビデが慰なぐさめる者ものをあなたのもとにつかわしたのは彼かれがあなたの父ちちを尊たっとぶためだと思おもわれますか。ダビデがあなたのもとに、しもべたちをつかわしたのは、この町まちをうかがい、それを探さぐって、滅ほろぼすためではありませんか」。 4そこでハヌンはダビデのしもべたちを捕とらえ、おのおの、ひげの半なかばをそり落おとし、その着物きものを中なかほどから断たち切きり腰こしの所ところまでにして、彼かれらを帰かえらせた。 5人々ひとびとがこれをダビデに告つげたので、ダビデは人ひとをつかわして彼かれらを迎むかえさせた。その人々ひとびとはひじょうに恥はじたからである。そこで王おうは言いった、「ひげがのびるまでエリコにとどまって、その後のち、帰かえりなさい」。
    


    
      6アンモンの人々ひとびとは自分じぶんたちがダビデに憎にくまれていることがわかったので、人ひとをつかわして、ベテ・レホブのスリヤびととゾバのスリヤびととの歩兵ほへい二万人にんおよびマアカの王おうとその一千人にん、トブの人ひと一万二千人にんを雇やとい入いれた。 7ダビデはそれを聞きいて、ヨアブと勇士ゆうしの全ぜん軍ぐんをつかわしたので、 8アンモンの人々ひとびとは出でて、門もんの入口いりぐちに戦たたかいの備そなえをした。ゾバとレホブとのスリヤびと、およびトブとマアカの人々ひとびとは別べつに野のにいた。
    


    
      9ヨアブは戦たたかいが前後ぜんごから自分じぶんに迫せまってくるのを見みて、イスラエルのえり抜ぬきの兵士へいしのうちから選えらんで、これをスリヤびとに対たいして備そなえ、 10そのほかの民たみを自分じぶんの兄弟きょうだいアビシャイの手てにわたして、アンモンの人々ひとびとに対たいして備そなえさせ、 11そして言いった、「もしスリヤびとがわたしに手てごわいときは、わたしを助たすけてください。もしアンモンの人々ひとびとがあなたに手てごわいときは、行いってあなたを助たすけましょう。 12勇いさましくしてください。われわれの民たみのため、われわれの神かみの町々まちまちのため、勇いさましくしましょう。どうぞ主しゅが良よいと思おもわれることをされるように」。 13ヨアブが自分じぶんと一緒いっしょにいる民たみと共ともに、スリヤびとに向むかって戦たたかおうとして近ちかづいたとき、スリヤびとは彼かれの前まえから逃にげた。 14アンモンの人々ひとびとはスリヤびとが逃にげるのを見みて、彼かれらもまたアビシャイの前まえから逃にげて町まちにはいった。そこでヨアブはアンモンの人々ひとびとを撃うつことをやめてエルサレムに帰かえった。
    


    
      15しかしスリヤびとは自分じぶんたちのイスラエルに打うち敗やぶられたのを見みて、共ともに集あつまった。 16そしてハダデゼルは人ひとをつかわし、ユフラテ川かわの向むこう側がわにいるスリヤびとを率ひきいてヘラムにこさせた。ハダデゼルの軍ぐんの長ちょうショバクがこれを率ひきいた。 17この事ことがダビデに聞きこえたので、彼かれはイスラエルをことごとく集あつめ、ヨルダンを渡わたってヘラムにきた。スリヤびとはダビデに向むかって備そなえをして彼かれと戦たたかった。 18しかしスリヤびとがイスラエルの前まえから逃にげたので、ダビデはスリヤびとの戦車せんしゃの兵へい七百、騎兵きへい四万を殺ころし、またその軍ぐんの長ちょうショバクを撃うったので、彼かれはその所ところで死しんだ。 19ハダデゼルの家来けらいであった王おうたちはみな、自分じぶんたちがイスラエルに打うち敗やぶられたのを見みて、イスラエルと和わを講こうじ、これに仕つかえた。こうしてスリヤびとは恐おそれて再ふたたびアンモンの人々ひとびとを助たすけることをしなかった。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1春はるになって、王おうたちが戦たたかいに出でるに及およんで、ダビデはヨアブおよび自分じぶんと共ともにいる家来けらいたち、並ならびにイスラエルの全ぜん軍ぐんをつかわした。彼かれらはアンモンの人々ひとびとを滅ほろぼし、ラバを包囲ほういした。しかしダビデはエルサレムにとどまっていた。
    


    
      2さて、ある日ひの夕暮ゆうぐれ、ダビデは床ゆかから起おき出でて、王おうの家いえの屋上おくじょうを歩あるいていたが、屋上おくじょうから、ひとりの女おんながからだを洗あらっているのを見みた。その女おんなは非常ひじょうに美うつくしかった。 3ダビデは人ひとをつかわしてその女おんなのことを探さぐらせたが、ある人ひとは言いった、「これはエリアムの娘むすめで、ヘテびとウリヤの妻つまバテシバではありませんか」。 4そこでダビデは使者ししゃをつかわして、その女おんなを連つれてきた。女おんなは彼かれの所ところにきて、彼かれはその女おんなと寝ねた。（女おんなは身みの汚けがれを清きよめていたのである。）こうして女おんなはその家いえに帰かえった。 5女おんなは妊娠にんしんしたので、人ひとをつかわしてダビデに告つげて言いった、「わたしは子こをはらみました」。
    


    
      6そこでダビデはヨアブに、「ヘテびとウリヤをわたしの所ところにつかわせ」と言いってやったので、ヨアブはウリヤをダビデの所ところにつかわした。 7ウリヤがダビデの所ところにきたので、ダビデは、ヨアブはどうしているか、民たみはどうしているか、戦たたかいはうまくいっているかとたずねた。 8そしてダビデはウリヤに言いった、「あなたの家いえに行いって、足あしを洗あらいなさい」。ウリヤは王おうの家いえを出でていったが、王おうの贈おくり物ものが彼かれの後のちに従したがった。 9しかしウリヤは王おうの家いえの入口いりぐちで主君しゅくんの家来けらいたちと共ともに寝ねて、自分じぶんの家いえに帰かえらなかった。 10人々ひとびとがダビデに、「ウリヤは自分じぶんの家いえに帰かえりませんでした」と告つげたので、ダビデはウリヤに言いった、「旅たびから帰かえってきたのではないか。どうして家いえに帰かえらなかったのか」。 11ウリヤはダビデに言いった、「神かみの箱はこも、イスラエルも、ユダも、小屋こやの中なかに住すみ、わたしの主人しゅじんヨアブと、わが主君しゅくんの家来けらいたちが野ののおもてに陣じんを取とっているのに、わたしはどうして家いえに帰かえって食くい飲のみし、妻つまと寝ねることができましょう。あなたは生いきておられます。あなたの魂たましいは生いきています。わたしはこの事ことをいたしません」。 12ダビデはウリヤに言いった、「きょうも、ここにとどまりなさい。わたしはあす、あなたを去さらせましょう」。そこでウリヤはその日ひと次つぎの日ひエルサレムにとどまった。 13ダビデは彼かれを招まねいて自分じぶんの前まえで食くい飲のみさせ、彼かれを酔よわせた。夕暮ゆうぐれになって彼かれは出でていって、その床ゆかに、主君しゅくんの家来けらいたちと共ともに寝ねた。そして自分じぶんの家いえには下くだって行いかなかった。
    


    
      14朝あさになってダビデはヨアブにあてた手紙てがみを書かき、ウリヤの手てに託たくしてそれを送おくった。 15彼かれはその手紙てがみに、「あなたがたはウリヤを激はげしい戦たたかいの最前線さいぜんせんに出だし、彼かれの後うしろから退しりぞいて、彼かれを討死うちじにさせよ」と書かいた。 16ヨアブは町まちを囲かこんでいたので、勇士ゆうしたちがいると知しっていた場所ばしょにウリヤを置おいた。 17町まちの人々ひとびとが出でてきてヨアブと戦たたかったので、民たみのうち、ダビデの家来けらいたちにも、倒たおれるものがあり、ヘテびとウリヤも死しんだ。 18ヨアブは人ひとをつかわして戦たたかいのことをつぶさにダビデに告つげた。 19ヨアブはその使者ししゃに命めいじて言いった、「あなたが戦たたかいのことをつぶさに王おうに語かたり終おわったとき、 20もし王おうが怒いかりを起おこして、『あなたがたはなぜ戦たたかおうとしてそんなに町まちに近ちかづいたのか。彼かれらが城壁じょうへきの上うえから射いるのを知しらなかったのか。 21エルベセテの子こアビメレクを撃うったのはだれか。ひとりの女おんなが城壁じょうへきの上うえから石いしうすの上石うわいしを投なげて彼かれをテベツで殺ころしたのではなかったか。あなたがたはなぜそんなに城壁じょうへきに近ちかづいたのか』と言いわれたならば、その時ときあなたは、『あなたのしもべ、ヘテびとウリヤもまた死しにました』と言いいなさい」。
    


    
      22こうして使者ししゃは行いき、ダビデのもとにきて、ヨアブが言いいつかわしたことをことごとく告つげた。 23使者ししゃはダビデに言いった、「敵てきはわれわれよりも有利ゆうりな位置いちを占しめ、出でてきてわれわれを野ので攻せめましたが、われわれは町まちの入口いりぐちまで彼かれらを追おい返かえしました。 24その時とき、射手しゃしゅどもは城壁じょうへきからあなたの家来けらいたちを射いましたので、王おうの家来けらいのある者ものは死しに、また、あなたの家来けらいヘテびとウリヤも死しにました」。 25ダビデは使者ししゃに言いった、「あなたはヨアブにこう言いいなさい、『この事ことで心配しんぱいすることはない。つるぎはこれをも彼かれをも同おなじく滅ほろぼすからである。強つよく町まちを攻せめて戦たたかい、それを攻せめ落おとしなさい』と。そしてヨアブを励はげましなさい」。
    


    
      26ウリヤの妻つまは夫おっとウリヤが死しんだことを聞きいて、夫おっとのために悲かなしんだ。 27その喪もが過すぎた時とき、ダビデは人ひとをつかわして彼女かのじょを自分じぶんの家いえに召めし入いれた。彼女かのじょは彼かれの妻つまとなって男おとこの子こを産うんだ。しかしダビデがしたこの事ことは主しゅを怒いからせた。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1主しゅはナタンをダビデにつかわされたので、彼かれはダビデの所ところにきて言いった、「ある町まちにふたりの人ひとがあって、ひとりは富とみ、ひとりは貧まずしかった。 2富とんでいる人ひとは非常ひじょうに多おおくの羊ひつじと牛うしを持もっていたが、 3貧まずしい人ひとは自分じぶんが買かった一頭とうの小ちいさい雌めすの小羊こひつじのほかは何なにも持もっていなかった。彼かれがそれを育そだてたので、その小羊こひつじは彼かれおよび彼かれの子供こどもたちと共ともに成長せいちょうし、彼かれの食物しょくもつを食たべ、彼かれのわんから飲のみ、彼かれのふところで寝ねて、彼かれにとっては娘むすめのようであった。 4時ときに、ひとりの旅たびびとが、その富とんでいる人ひとのもとにきたが、自分じぶんの羊ひつじまたは牛うしのうちから一頭いっとうを取とって、自分じぶんの所ところにきた旅たびびとのために調理ちょうりすることを惜おしみ、その貧まずしい人ひとの小羊こひつじを取とって、これを自分じぶんの所ところにきた人ひとのために調理ちょうりした」。 5ダビデはその人ひとの事ことをひじょうに怒いかってナタンに言いった、「主しゅは生いきておられる。この事ことをしたその人ひとは死しぬべきである。 6かつその人ひとはこの事ことをしたため、またあわれまなかったため、その小羊こひつじを四倍ばいにして償つぐなわなければならない」。
    


    
      7ナタンはダビデに言いった、「あなたがその人ひとです。イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、『わたしはあなたに油あぶらを注そそいでイスラエルの王おうとし、あなたをサウルの手てから救すくいだし、 8あなたに主人しゅじんの家いえを与あたえ、主人しゅじんの妻つまたちをあなたのふところに与あたえ、またイスラエルとユダの家いえをあなたに与あたえた。もし少すくなかったならば、わたしはもっと多おおくのものをあなたに増まし加くわえたであろう。 9どうしてあなたは主しゅの言葉ことばを軽かろんじ、その目めの前まえに悪事あくじをおこなったのですか。あなたはつるぎをもってヘテびとウリヤを殺ころし、その妻つまをとって自分じぶんの妻つまとした。すなわちアンモンの人々ひとびとのつるぎをもって彼かれを殺ころした。 10あなたがわたしを軽かろんじてヘテびとウリヤの妻つまをとり、自分じぶんの妻つまとしたので、つるぎはいつまでもあなたの家いえを離はなれないであろう』。 11主しゅはこう仰おおせられる、『見みよ、わたしはあなたの家いえからあなたの上うえに災わざわいを起おこすであろう。わたしはあなたの目めの前まえであなたの妻つまたちを取とって、隣となりびとに与あたえるであろう。その人ひとはこの太陽たいようの前まえで妻つまたちと一緒いっしょに寝ねるであろう。 12あなたはひそかにそれをしたが、わたしは全ぜんイスラエルの前まえと、太陽たいようの前まえにこの事ことをするのである』」。 13ダビデはナタンに言いった、「わたしは主しゅに罪つみをおかしました」。ナタンはダビデに言いった、「主しゅもまたあなたの罪つみを除のぞかれました。あなたは死しぬことはないでしょう。 14しかしあなたはこの行おこないによって大おおいに主しゅを侮あなどったので、あなたに生うまれる子供こどもはかならず死しぬでしょう」。 15こうしてナタンは家いえに帰かえった。
    


    
      さて主しゅは、ウリヤの妻つまがダビデに産うんだ子こを撃うたれたので、病気びょうきになった。 16ダビデはその子このために神かみに嘆願たんがんした。すなわちダビデは断食だんじきして、へやにはいり終夜しゅうや地ちに伏ふした。 17ダビデの家いえの長老ちょうろうたちは、彼かれのかたわらに立たって彼かれを地ちから起おこそうとしたが、彼かれは起おきようとはせず、また彼かれらと一緒いっしょに食事しょくじをしなかった。 18七日なぬか目めにその子こは死しんだ。ダビデの家来けらいたちはその子こが死しんだことをダビデに告つげるのを恐おそれた。それは彼かれらが、「見みよ、子このなお生いきている間あいだに、われわれが彼かれに語かたったのに彼かれはその言葉ことばを聞ききいれなかった。どうして彼かれにその子この死しんだことを告つげることができようか。彼かれは自みずからを害がいするかも知しれない」と思おもったからである。 19しかしダビデは、家来けらいたちが互たがいにささやき合あうのを見みて、その子この死しんだのを悟さとり、家来けらいたちに言いった、「子こは死しんだのか」。彼かれらは言いった、「死しなれました」。 20そこで、ダビデは地ちから起おき上あがり、身みを洗あらい、油あぶらをぬり、その着物きものを替かえて、主しゅの家いえにはいって拝はいした。そののち自分じぶんの家いえに行いき、求もとめて自分じぶんのために食物しょくもつを備そなえさせて食たべた。 21家来けらいたちは彼かれに言いった、「あなたのなさったこの事ことはなんでしょうか。あなたは子この生いきている間あいだはその子このために断食だんじきして泣なかれました。しかし子こが死しぬと、あなたは起おきて食事しょくじをなさいました」。 22ダビデは言いった、「子この生いきている間あいだに、わたしが断食だんじきして泣ないたのは、『主しゅがわたしをあわれんで、この子こを生いかしてくださるかも知しれない』と思おもったからです。 23しかし今いまは死しんだので、わたしはどうして断食だんじきしなければならないでしょうか。わたしは再ふたたび彼かれをかえらせることができますか。わたしは彼かれの所ところに行いくでしょうが、彼かれはわたしの所ところに帰かえってこないでしょう」。
    


    
      24ダビデは妻つまバテシバを慰なぐさめ、彼女かのじょの所ところにはいって、彼女かのじょと共ともに寝ねたので、彼女かのじょは男おとこの子こを産うんだ。ダビデはその名なをソロモンと名なづけた。主しゅはこれを愛あいされた。 25そして預言者よげんしゃナタンをつかわし、命めいじてその名なをエデデアと呼よばせられた。
    


    
      26さてヨアブはアンモンの人々ひとびとのラバを攻せめて王おうの町まちを取とった。 27ヨアブは使者ししゃをダビデにつかわして言いった、「わたしはラバを攻せめて水みずの町まちを取とりました。 28あなたは今いま、残のこりの民たみを集あつめ、この町まちに向むかって陣じんをしき、これを取とりなさい。わたしがこの町まちを取とって、人ひとがわたしの名なをもって、これを呼よぶようにならないためです」。 29そこでダビデは民たみをことごとく集あつめてラバへ行いき、攻せめてこれを取とった。 30そしてダビデは彼かれらの王おうの冠かんむりをその頭あたまから取とりはなした。それは金きんで重おもさは一タラントであった。宝石ほうせきがはめてあり、それをダビデの頭あたまに置おいた。ダビデはその町まちからぶんどり物ものを非常ひじょうに多おおく持もち出だした。 31またダビデはそのうちの民たみを引ひき出だして、彼かれらをのこぎりや、鉄てつのつるはし、鉄てつのおのを使つかう仕事しごとにつかせ、また、れんが造つくりの労役ろうえきにつかせた。彼かれはアンモンの人々ひとびとのすべての町まちにこのようにした。そしてダビデと民たみとは皆みなエルサレムに帰かえった。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1さてダビデの子こアブサロムには名なをタマルという美うつくしい妹いもうとがあったが、その後のちダビデの子こアムノンはこれを恋こいした。 2アムノンは妹いもうとタマルのために悩なやんでついにわずらった。それはタマルが処女しょじょであって、アムノンは彼女かのじょに何事なにごともすることができないと思おもったからである。 3ところがアムノンにはひとりの友ともだちがあった。名なをヨナダブといい、ダビデの兄弟きょうだいシメアの子こである。ヨナダブはひじょうに賢かしこい人ひとであった。 4彼かれはアムノンに言いった、「王子おうじよ、あなたは、どうして朝あさごとに、そんなにやせ衰おとろえるのですか。わたしに話はなさないのですか」。アムノンは彼かれに言いった、「わたしは兄弟きょうだいアブサロムの妹いもうとタマルを恋こいしているのです」。 5ヨナダブは彼かれに言いった、「あなたは病やまいと偽いつわり、寝床ねどこに横よこたわって、あなたの父ちちがきてあなたを見みるとき彼かれに言いいなさい、『どうぞ、わたしの妹いもうとタマルをこさせ、わたしの所ところに食物しょくもつを運はこばせてください。そして彼女かのじょがわたしの目めの前まえで食物しょくもつをととのえ、彼女かのじょの手てからわたしが食たべることのできるようにさせてください』」。 6そこでアムノンは横よこになって病やまいと偽いつわったが、王おうがきて彼かれを見みた時とき、アムノンは王おうに言いった、「どうぞわたしの妹いもうとタマルをこさせ、わたしの目めの前まえで二つの菓子かしを作つくらせて、彼女かのじょの手てからわたしが食たべることのできるようにしてください」。
    


    
      7ダビデはタマルの家いえに人ひとをつかわして言いわせた、「あなたの兄あにアムノンの家いえへ行いって、彼かれのために食物しょくもつをととのえなさい」。 8そこでタマルはその兄あにアムノンの家いえへ行いったところ、アムノンは寝ねていた。タマルは粉こなを取とって、これをこね、彼かれの目めの前まえで、菓子かしを作つくり、その菓子かしを焼やき、 9なべを取とって彼かれの前まえにそれをあけた。しかし彼かれは食たべることを拒こばんだ。そしてアムノンは、「みな、わたしを離はなれて出でてください」と言いったので、皆みな、彼かれを離はなれて出でた。 10アムノンはタマルに言いった、「食物しょくもつを寝室しんしつに持もってきてください。わたしはあなたの手てから食たべます」。そこでタマルは自分じぶんの作つくった菓子かしをとって、寝室しんしつにはいり兄あにアムノンの所ところへ持もっていった。 11タマルが彼かれに食たべさせようとして近ちかくに持もって行いった時とき、彼かれはタマルを捕とらえて彼女かのじょに言いった、「妹いもうとよ、来きて、わたしと寝ねなさい」。 12タマルは言いった、「いいえ、兄あに上うえよ、わたしをはずかしめてはなりません。このようなことはイスラエルでは行おこなわれません。この愚おろかなことをしてはなりません。 13わたしの恥はじをわたしはどこへ持もって行いくことができましょう。あなたはイスラエルの愚おろか者もののひとりとなるでしょう。それゆえ、どうぞ王おうに話はなしてください。王おうがわたしをあなたに与あたえないことはないでしょう」。 14しかしアムノンは彼女かのじょの言いうことを聞きこうともせず、タマルよりも強つよかったので、タマルをはずかしめてこれと共ともに寝ねた。
    


    
      15それからアムノンは、ひじょうに深ふかくタマルを憎にくむようになった。彼女かのじょを憎にくむ憎にくしみは、彼女かのじょを恋こいした恋こいよりも大おおきかった。アムノンは彼女かのじょに言いった、「立たって、行いきなさい」。 16タマルはアムノンに言いった、「いいえ、兄あに上うえよ、わたしを返かえすことは、あなたがさきにわたしになさった事ことよりも大おおきい悪あくです」。しかしアムノンは彼女かのじょの言いうことを聞きこうともせず、 17彼かれに仕つかえている若者わかものを呼よんで言いった、「この女おんなをわたしの所ところから外そとにおくり出だし、そのあとに戸とを閉とざすがよい」。 18この時とき、タマルは長ながそでの着物きものを着きていた。昔むかし、王おうの姫ひめたちの処女しょじょである者ものはこのような着物きものを着きたからである。アムノンのしもべは彼女かのじょを外そとに出だして、そのあとに戸とを閉とざした。 19タマルは灰はいを頭あたまにかぶり、着きていた長ながそでの着物きものを裂さき、手てを頭あたまにのせて、叫さけびながら去さって行いった。
    


    
      20兄あにアブサロムは彼女かのじょに言いった、「兄あにアムノンがあなたと一緒いっしょにいたのか。しかし妹いもうとよ、今いまは黙だまっていなさい。彼かれはあなたの兄あにです。この事ことを心こころにとめなくてよろしい」。こうしてタマルは兄あにアブサロムの家いえに寂さびしく住すんでいた。 21ダビデ王おうはこれらの事ことをことごとく聞きいて、ひじょうに怒いかった。 22アブサロムはアムノンに良よいことも悪わるいことも語かたることをしなかった。それはアムノンがアブサロムの妹いもうとタマルをはずかしめたので、アブサロムが彼かれを憎にくんでいたからである。
    


    
      23満まん二年ねんの後のち、アブサロムはエフライムの近ちかくにあるバアル・ハゾルで羊ひつじの毛けを切きらせていた時とき、王おうの子こたちをことごとく招まねいた。 24そしてアブサロムは王おうのもとにきて言いった、「見みよ、しもべは羊ひつじの毛けを切きらせております。どうぞ王おうも王おうの家来けらいたちも、しもべと共ともにきてください」。 25王おうはアブサロムに言いった、「いいえ、わが子こよ、われわれが皆みな行いってはならない。あなたの重荷おもにになるといけないから」。アブサロムはダビデにしいて願ねがった。しかしダビデは行いくことを承知しょうちせず彼かれに祝福しゅくふくを与あたえた。 26そこでアブサロムは言いった、「それでは、どうぞわたしの兄あにアムノンをわれわれと共ともに行いかせてください」。王おうは彼かれに言いった、「どうして彼かれがあなたと共ともに行いかなければならないのか」。 27しかしアブサロムは彼かれにしいて願ねがったので、ついにアムノンと王おうの子こたちを皆みな、アブサロムと共ともに行いかせた。 28そこでアブサロムは若者わかものたちに命めいじて言いった、「アムノンが酒さけを飲のんで、心こころ楽たのしくなった時ときを見みすまし、わたしがあなたがたに、『アムノンを撃うて』と言いう時とき、彼かれを殺ころしなさい。恐おそれることはない。わたしが命めいじるのではないか。雄々おおしくしなさい。勇いさましくしなさい」。 29アブサロムの若者わかものたちはアブサロムの命めいじたようにアムノンにおこなったので、王おうの子こたちは皆みな立たって、おのおのその騾馬らばに乗のって逃にげた。
    


    
      30彼かれらがまだ着つかないうちに、「アブサロムは王おうの子こたちをことごとく殺ころして、ひとりも残のこっている者ものがない」という知しらせがダビデに達たっしたので、 31王おうは立たち、その着物きものを裂さいて、地ちに伏ふした。そのかたわらに立たっていた家来けらいたちも皆みなその着物きものを裂さいた。 32しかしダビデの兄弟きょうだいシメアの子こヨナダブは言いった、「わが主しゅよ、王おうの子こたちである若者わかものたちがみな殺ころされたと、お考かんがえになってはなりません。アムノンだけが死しんだのです。これは彼かれがアブサロムの妹いもうとタマルをはずかしめた日ひから、アブサロムの命いのちによって定さだめられていたことなのです。 33それゆえ、わが主しゅ、王おうよ、王おうの子こたちが皆みな死しんだと思おもって、この事ことを心こころにとめられてはなりません。アムノンだけが死しんだのです」。
    


    
      34アブサロムはのがれた。時ときに見張みはりをしていた若者わかものが目めをあげて見みると、山やまのかたわらのホロナイムの道みちから多おおくの民たみの来くるのが見みえた。 35ヨナダブは王おうに言いった、「見みよ、王おうの子こたちがきました。しもべの言いったとおりです」。 36彼かれが語かたることを終おわった時とき、王おうの子こたちはきて声こえをあげて泣ないた。王おうもその家来けらいたちも皆みな、非常ひじょうにはげしく泣ないた。
    


    
      37しかしアブサロムはのがれて、ゲシュルの王おうアミホデの子こタルマイのもとに行いった。ダビデは日々ひびその子このために悲かなしんだ。 38アブサロムはのがれてゲシュルに行いき、三年ねんの間あいだそこにいた。 39王おうは心こころに、アブサロムに会あうことを、せつに望のぞんだ。アムノンは死しんでしまい、ダビデが彼かれのことはあきらめていたからである。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1ゼルヤの子こヨアブは王おうの心こころがアブサロムに向むかっているのを知しった。 2そこでヨアブはテコアに人ひとをつかわして、そこからひとりの賢かしこい女おんなを連つれてこさせ、その女おんなに言いった、「あなたは悲かなしみのうちにある人ひとをよそおって、喪服もふくを着き、油あぶらを身みに塗ぬらず、死しんだ人ひとのために長ながいあいだ悲かなしんでいる女おんなのように、よそおって、 3王おうのもとに行いき、しかじかと彼かれに語かたりなさい」。こうしてヨアブはその言葉ことばを彼女かのじょの口くちに授さづけた。
    


    
      4テコアの女おんなは王おうのもとに行いき、地ちに伏ふして拝はいし、「王おうよ、お助たすけください」と言いった。 5王おうは女おんなに言いった、「どうしたのか」。女おんなは言いった、「まことにわたしは寡婦かふでありまして、夫おっとは死しにました。 6つかえめにはふたりの子こどもがあり、ふたりは野ので争あらそいましたが、だれも彼かれらを引ひき分わける者ものがなかったので、ひとりはついに他たの者ものを撃うって殺ころしました。 7すると全家ぜんか族ぞくがつかえめに逆さからい立たって、『兄弟きょうだいを撃うち殺ころした者ものを引ひき渡わたすがよい。われわれは彼かれが殺ころしたその兄弟きょうだいの命いのちのために彼かれを殺ころそう』と言いい、彼かれらは世継よつぎをも殺ころそうとしました。こうして彼かれらは残のこっているわたしの炭火すみびを消けして、わたしの夫おっとの名なをも、跡あと継つぎをも、地ちのおもてにとどめないようにしようとしています」。
    


    
      8王おうは女おんなに言いった、「家いえに帰かえりなさい。わたしはあなたのことについて命令めいれいを下くだします」。 9テコアの女おんなは王おうに言いった、「わが主しゅ、王おうよ、わたしとわたしの父ちちの家いえにその罪つみを帰きしてください。どうぞ王おうと王おうの位くらいには罪つみがありませんように」。 10王おうは言いった、「もしあなたに何なにか言いう者ものがあれば、わたしの所ところに連つれてきなさい。そうすれば、その人ひとは重かさねてあなたに触ふれることはないでしょう」。 11女おんなは言いった、「どうぞ王おうが、あなたの神かみ、主しゅをおぼえて、血ちの報復ほうふくをする者ものに重かさねて滅ほろぼすことをさせず、わたしの子この殺ころされることのないようにしてください」。王おうは言いった、「主しゅは生いきておられる。あなたの子この髪かみの毛け一筋すじも地ちに落おちることはないでしょう」。
    


    
      12女おんなは言いった、「どうぞ、つかえめにひと言こと、わが主しゅ、王おうに言いわせてください」。ダビデは言いった、「言いいなさい」。 13女おんなは言いった、「あなたは、それならばどうして、神かみの民たみに向むかってこのような事ことを図はかられたのですか。王おうは今いまこの事ことを言いわれたことによって自分じぶんを罪つみある者ものとされています。それは王おうが追放ついほうされた者ものを帰かえらせられないからです。 14わたしたちはみな死しななければなりません。地ちにこぼれた水みずの再ふたたび集あつめることのできないのと同おなじです。しかし神かみは、追放ついほうされた者ものが捨すてられないように、てだてを設もうける人ひとの命いのちを取とることはなさいません。 15わたしがこの事ことを王おう、わが主しゅに言いおうとして来きたのは、わたしが民たみを恐おそれたからです。つかえめは、こう思おもったのです、『王おうに申もうし上あげよう。王おうは、はしための願ねがいのようにしてくださるかもしれない。 16王おうは聞きいてくださる。わたしとわたしの子こを共ともに滅ほろぼして神かみの嗣し業ぎょうから離はなれさせようとする人ひとの手てから、はしためを救すくい出だしてくださるのだから』。 17つかえめはまた、こう思おもったのです、『王おう、わが主しゅの言葉ことばはわたしを安心あんしんさせるであろう』と。それは王おう、わが主しゅは神かみの使つかいのように善ぜんと悪あくを聞ききわけられるからです。どうぞあなたの神かみ、主しゅがあなたと共ともにおられますように」。
    


    
      18王おうは女おんなに答こたえて言いった、「わたしが問とうことに隠かくさず答こたえてください」。女おんなは言いった、「王おう、わが主しゅよ、どうぞ言いってください」。 19王おうは言いった、「このすべての事ことにおいて、ヨアブの手てがあなたと共ともにありますか」。女おんなは答こたえた、「あなたはたしかに生いきておられます。王おう、わが主しゅよ、すべて王おう、わが主しゅの言いわれた事ことから人ひとは右みぎにも左ひだりにも曲まがることはできません。わたしに命めいじたのは、あなたのしもべヨアブです。彼かれがつかえめの口くちに、これらの言葉ことばをことごとく授さづけたのです。 20事ことのなりゆきを変かえるため、あなたのしもべヨアブがこの事ことをしたのです。わが君きみには神かみの使つかいの知恵ちえのような知恵ちえがあって、地ちの上うえのすべてのことを知しっておられます」。
    


    
      21そこで王おうはヨアブに言いった、「この事ことを許ゆるす。行いって、若者わかものアブサロムを連つれ帰かえるがよい」。 22ヨアブは地ちにひれ伏ふして拝はいし、王おうを祝福しゅくふくした。そしてヨアブは言いった、「わが主しゅ、王おうよ、王おうがしもべの願ねがいを許ゆるされたので、きょうしもべは、あなたの前まえに恵めぐみを得えたことを知しりました」。 23そこでヨアブは立たってゲシュルに行いき、アブサロムをエルサレムに連つれてきた。 24王おうは言いった、「彼かれを自分じぶんの家いえに引ひきこもらせるがよい。わたしの顔かおを見みてはならない」。こうしてアブサロムは自分じぶんの家いえに引ひきこもり、王おうの顔かおを見みなかった。
    


    
      25さて全ぜんイスラエルのうちにアブサロムのように、美うつくしさのためほめられた人ひとはなかった。その足あしの裏うらから頭あたまの頂いただきまで彼かれには傷きずがなかった。 26アブサロムがその頭あたまを刈かる時とき、その髪かみの毛けをはかったが、王おうのはかりで二百シケルあった。毎年まいねんの終おわりにそれを刈かるのを常つねとした。それが重おもくなると、彼かれはそれを刈かったのである。 27アブサロムに三人にんのむすこと、タマルという名なのひとりの娘むすめが生うまれた。タマルは美うつくしい女おんなであった。
    


    
      28こうしてアブサロムは満まん二年ねんの間あいだエルサレムに住すんだが、王おうの顔かおを見みなかった。 29そこでアブサロムはヨアブを王おうのもとにつかわそうとして、ヨアブの所ところに人ひとをつかわしたが、ヨアブは彼かれの所ところにこようとはしなかった。彼かれは再ふたたび人ひとをつかわしたがヨアブはこようとはしなかった。 30そこでアブサロムはその家来けらいに言いった、「ヨアブの畑はたけはわたしの畑はたけの隣となりにあって、そこに大麦おおむぎがある。行いってそれに火ひを放はなちなさい」。アブサロムの家来けらいたちはその畑はたけに火ひを放はなった。 31ヨアブは立たってアブサロムの家いえにきて彼かれに言いった、「どうしてあなたの家来けらいたちはわたしの畑はたけに火ひを放はなったのですか」。 32アブサロムはヨアブに言いった、「わたしはあなたに人ひとをつかわして、ここへ来くるようにと言いったのです。あなたを王おうのもとにつかわし、『なんのためにわたしはゲシュルからきたのですか。なおあそこにいたならば良よかったでしょうに』と言いわせようとしたのです。それゆえ今いまわたしに王おうの顔かおを見みさせてください。もしわたしに罪つみがあるなら王おうにわたしを殺ころさせてください」。 33そこでヨアブは王おうのもとへ行いって告つげたので、王おうはアブサロムを召めしよせた。彼かれは王おうのもとにきて、王おうの前まえに地ちにひれ伏ふして拝はいした。王おうはアブサロムに口くちづけした。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1この後のち、アブサロムは自分じぶんのために戦車せんしゃと馬うま、および自分じぶんの前まえに駆かける者もの五十人にんを備そなえた。 2アブサロムは早はやく起おきて門もんの道みちのかたわらに立たつのを常つねとした。人ひとが訴うったえがあって王おうに裁判さいばんを求もとめに来くると、アブサロムはその人ひとを呼よんで言いった、「あなたはどの町まちの者ものですか」。その人ひとが「しもべはイスラエルのこれこれの部族ぶぞくのものです」と言いうと、 3アブサロムはその人ひとに言いった、「見みよ、あなたの要求ようきゅうは良よく、また正ただしい。しかしあなたのことを聞きくべき人ひとは王おうがまだ立たてていない」。 4アブサロムはまた言いった、「ああ、わたしがこの地ちのさばきびとであったならばよいのに。そうすれば訴うったえ、または申もうし立たてのあるものは、皆みなわたしの所ところにきて、わたしはこれに公平こうへいなさばきを行おこなうことができるのだが」。 5そして人ひとが彼かれに敬礼けいれいしようとして近ちかづくと、彼かれは手てを伸のべ、その人ひとを抱だきかかえて口くちづけした。 6アブサロムは王おうにさばきを求もとめて来くるすべてのイスラエルびとにこのようにした。こうしてアブサロムはイスラエルの人々ひとびとの心こころを自分じぶんのものとした。
    


    
      7そして四年ねんの終おわりに、アブサロムは王おうに言いった、「どうぞわたしを行いかせ、ヘブロンで、かつて主しゅに立たてた誓ちかいを果はたさせてください。 8それは、しもべがスリヤのゲシュルにいた時とき、誓ちかいを立たてて、『もし主しゅがほんとうにわたしをエルサレムに連つれ帰かえってくださるならば、わたしは主しゅに礼拝れいはいをささげます』と言いったからです」。 9王おうが彼かれに、「安やすらかに行いきなさい」と言いったので、彼かれは立たってヘブロンへ行いった。 10そしてアブサロムは密使みっしをイスラエルのすべての部族ぶぞくのうちにつかわして言いった、「ラッパの響ひびきを聞きくならば、『アブサロムがヘブロンで王おうとなった』と言いいなさい」。 11二百人にんの招まねかれた者ものがエルサレムからアブサロムと共ともに行いった。彼かれらは何なに心こころなく行いき、何事なにごとをも知しらなかった。 12アブサロムは犠牲ぎせいをささげている間あいだに人ひとをつかわして、ダビデの議ぎ官かんギロびとアヒトペルを、その町まちギロから呼よび寄よせた。徒党ととうは強つよく、民たみはしだいにアブサロムに加くわわった。
    


    
      13ひとりの使者ししゃがダビデのところにきて、「イスラエルの人々ひとびとの心こころはアブサロムに従したがいました」と言いった。 14ダビデは、自分じぶんと一緒いっしょにエルサレムにいるすべての家来けらいに言いった、「立たて、われわれは逃にげよう。そうしなければアブサロムの前まえからのがれることはできなくなるであろう。急いそいで行いくがよい。さもないと、彼かれらが急いそぎ追おいついて、われわれに害がいをこうむらせ、つるぎをもって町まちを撃うつであろう」。 15王おうのしもべたちは王おうに言いった、「しもべたちは、わが主君しゅくん、王おうの選えらばれる所ところをすべて行おこないます」。 16こうして王おうは出でて行いき、その全家ぜんかは彼かれに従したがった。王おうは十人にんのめかけを残のこして家いえを守まもらせた。 17王おうは出でて行いき、民たみはみな彼かれに従したがった。彼かれらは町まちはずれの家いえにとどまった。 18彼かれのしもべたちは皆みな、彼かれのかたわらを進すすみ、すべてのケレテびとと、すべてのペレテびと、および彼かれに従したがってガテからきた六百人にんのガテびとは皆みな、王おうの前まえに進すすんだ。
    


    
      19時ときに王おうはガテびとイッタイに言いった、「どうしてあなたもまた、われわれと共ともに行いくのですか。あなたは帰かえって王おうと共ともにいなさい。あなたは外国がいこく人じんで、また自分じぶんの国くにから追放ついほうされた者ものだからです。 20あなたは、きのう来きたばかりです。わたしは自分じぶんの行いく所ところを知しらずに行いくのに、どうしてきょう、あなたを、われわれと共ともにさまよわせてよいでしょう。あなたは帰かえりなさい。あなたの兄弟きょうだいたちも連つれて帰かえりなさい。どうぞ主しゅが恵めぐみと真実しんじつをあなたに示しめしてくださるように」。 21しかしイッタイは王おうに答こたえた、「主しゅは生いきておられる。わが君きみ、王おうは生いきておられる。わが君きみ、王おうのおられる所ところに、死しぬも生いきるも、しもべもまたそこにおります」。 22ダビデはイッタイに言いった、「では進すすんで行いきなさい」。そこでガテびとイッタイは進すすみ、また彼かれのすべての従者じゅうしゃおよび彼かれと共ともにいた子こどもたちも皆みな、進すすんだ。 23国中くにぢゅうみな大声おおごえで泣ないた。民たみはみな進すすんだ。王おうもまたキデロンの谷たにを渡わたって進すすみ、民たみは皆みな進すすんで荒野あらのの方ほうに向むかった。
    


    
      24そしてアビヤタルも上のぼってきた。見みよ、ザドクおよび彼かれと共ともにいるすべてのレビびともまた、神かみの契約けいやくの箱はこをかいてきた。彼かれらは神かみの箱はこをおろして、民たみがことごとく町まちを出でてしまうのを待まった。 25そこで王おうはザドクに言いった、「神かみの箱はこを町まちにかきもどすがよい。もしわたしが主しゅの前まえに恵めぐみを得えるならば、主しゅはわたしを連つれ帰かえって、わたしにその箱はことそのすまいとを見みさせてくださるであろう。 26しかしもし主しゅが、『わたしはおまえを喜よろこばない』とそう言いわれるのであれば、どうぞ主しゅが良よしと思おもわれることをわたしにしてくださるように。わたしはここにおります」。 27王おうはまた祭司さいしザドクに言いった、「見みよ、あなたもアビヤタルも、ふたりの子こたち、すなわちあなたの子こアヒマアズとアビヤタルの子こヨナタンを連つれて、安やすらかに町まちに帰かえりなさい。 28わたしはあなたがたから言葉ことばがあって知しらせをうけるまで、荒野あらのの渡わたし場ばにとどまります」。 29そこでザドクとアビヤタルは神かみの箱はこをエルサレムにかきもどり、そこにとどまった。
    


    
      30ダビデはオリブ山やまの坂道さかみちを登のぼったが、登のぼる時ときに泣なき、その頭あたまをおおい、はだしで行いった。彼かれと共ともにいる民たみもみな頭あたまをおおって登のぼり、泣なきながら登のぼった。 31時ときに、「アヒトペルがアブサロムと共謀きょうぼうした者もののうちにいる」とダビデに告つげる人ひとがあったのでダビデは言いった、「主しゅよ、どうぞアヒトペルの計略けいりゃくを愚おろかなものにしてください」。
    


    
      32ダビデが山やまの頂いただきにある神かみを礼れい拝はいする場所ばしょにきた時とき、見みよ、アルキびとホシャイはその上着うわぎを裂さき、頭あたまに土つちをかぶり、来きてダビデを迎むかえた。 33ダビデは彼かれに言いった、「もしあなたがわたしと共ともに進すすむならば、わたしの重荷おもにとなるであろう。 34しかしもしあなたが町まちに帰かえってアブサロムに向むかい、『王おうよ、わたしはあなたのしもべとなります。わたしがこれまで、あなたの父ちちのしもべであったように、わたしは今いまあなたのしもべとなります』と言いうならば、あなたはわたしのためにアヒトペルの計略けいりゃくを破やぶることができるであろう。 35祭司さいしたち、ザドクとアビヤタルとは、あなたと共ともにあそこにいるではないか。それゆえ、あなたは王おうの家いえから聞きくことをことごとく祭司さいしたち、ザドクとアビヤタルとに告つげなさい。 36あそこには彼かれらと共ともにそのふたりの子こたち、すなわちザドクの子こアヒマアズとアビヤタルの子こヨナタンとがいる。あなたがたは聞きいたことをことごとく彼かれらの手てによってわたしに通報つうほうしなさい」。 37そこでダビデの友ともホシャイは町まちにはいった。その時ときアブサロムはすでにエルサレムにはいっていた。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1ダビデが山やまの頂いただきを過すぎて、すこし行いった時とき、メピボセテのしもべヂバは、くらを置おいた二頭とうのろばを引ひき、その上うえにパン二百個こ、干ほしぶどう百ふさ、夏なつのくだもの一百、ぶどう酒しゅ一袋ふくろを載のせてきてダビデを迎むかえた。 2王おうはヂバに言いった、「あなたはどうしてこれらのものを持もってきたのですか」。ヂバは答こたえた、「ろばは王おうの家族かぞくが乗のるため、パンと夏なつのくだものは若者わかものたちが食たべるため、ぶどう酒しゅは荒野あらので弱よわった者ものが飲のむためです」。 3王おうは言いった、「あなたの主人しゅじんの子こはどこにおるのですか」。ヂバは王おうに言いった、「エルサレムにとどまっています。彼かれは、『イスラエルの家いえはきょう、わたしの父ちちの国くにをわたしに返かえすであろう』と思おもったのです」。 4王おうはヂバに言いった、「見みよ、メピボセテのものはことごとくあなたのものです」。ヂバは言いった、「わたしは敬意けいいを表あらわします。わが主しゅ、王おうよ、あなたの前まえにいつまでも恵めぐみを得えさせてください」。
    


    
      5ダビデ王おうがバホリムにきた時とき、サウルの家いえの一族いちぞくの者ものがひとりそこから出でてきた。その名なをシメイといい、ゲラの子こである。彼かれは出でてきながら絶たえずのろった。 6そして彼かれはダビデとダビデ王おうのもろもろの家来けらいに向むかって石いしを投なげた。その時とき、民たみと勇士ゆうしたちはみな王おうの左右さゆうにいた。 7シメイはのろう時ときにこう言いった、「血ちを流ながす人ひとよ、よこしまな人ひとよ、立たち去され、立たち去され。 8あなたが代かわって王おうとなったサウルの家いえの血ちをすべて主しゅがあなたに報むくいられたのだ。主しゅは王国おうこくをあなたの子こアブサロムの手てに渡わたされた。見みよ、あなたは血ちを流ながす人ひとだから、災わざわいに会あうのだ」。
    


    
      9時ときにゼルヤの子こアビシャイは王おうに言いった、「この死しんだ犬いぬがどうしてわが主しゅ、王おうをのろってよかろうか。わたしに、行いって彼かれの首くびを取とらせてください」。 10しかし王おうは言いった、「ゼルヤの子こたちよ、あなたがたと、なんのかかわりがあるのか。彼かれがのろうのは、主しゅが彼かれに、『ダビデをのろえ』と言いわれたからであるならば、だれが、『あなたはどうしてこういうことをするのか』と言いってよいであろうか」。 11ダビデはまたアビシャイと自分じぶんのすべての家来けらいとに言いった、「わたしの身みから出でたわが子こがわたしの命いのちを求もとめている。今いま、このベニヤミンびととしてはなおさらだ。彼かれを許ゆるしてのろわせておきなさい。主しゅが彼かれに命めいじられたのだ。 12主しゅはわたしの悩なやみを顧かえりみてくださるかもしれない。また主しゅはきょう彼かれののろいにかえて、わたしに善ぜんを報むくいてくださるかも知しれない」。 13こうしてダビデとその従者じゅうしゃたちとは道みちを行いったが、シメイはダビデに並ならんで向むかいの山やまの中腹ちゅうふくを行いき、行いきながらのろい、また彼かれに向むかって石いしや、ちりを投なげつけた。 14王おうおよび共ともにいる民たみはみな疲つかれてヨルダンに着つき、彼かれはその所ところで息いきをついだ。
    


    
      15さてアブサロムとすべての民たみ、イスラエルの人々ひとびとはエルサレムにきた。アヒトペルもアブサロムと共ともにいた。 16ダビデの友ともであるアルキびとホシャイがアブサロムのもとにきた時とき、ホシャイはアブサロムに「王おう万歳ばんざい、王おう万歳ばんざい」と言いった。 17アブサロムはホシャイに言いった、「これはあなたがその友ともに示しめす真実しんじつなのか。あなたはどうしてあなたの友ともと一緒いっしょに行いかなかったのか」。 18ホシャイはアブサロムに言いった、「いいえ、主しゅとこの民たみとイスラエルのすべての人々ひとびとが選えらんだ者ものにわたしは属ぞくし、かつその人ひとと一緒いっしょにおります。 19かつまたわたしはだれに仕つかえるべきですか。その子この前まえに仕つかえるべきではありませんか。あなたの父ちちの前まえに仕つかえたように、わたしはあなたの前まえに仕つかえます」。
    


    
      20そこでアブサロムはアヒトペルに言いった、「あなたがたは、われわれがどうしたらよいのか、計はかりごとを述のべなさい」。 21アヒトペルはアブサロムに言いった、「あなたの父ちちが家いえを守まもるために残のこされた、めかけたちの所ところにはいりなさい。そうすればイスラエルは皆みなあなたが父上ちちうえに憎にくまれることを聞きくでしょう。そしてあなたと一緒いっしょにいる者ものの手ては強つよくなるでしょう」。 22こうして彼かれらがアブサロムのために屋上おくじょうに天幕てんまくを張はったので、アブサロムは全ぜんイスラエルの目めの前まえで父ちちのめかけたちの所ところにはいった。 23そのころアヒトペルが授さづける計はかりごとは人ひとが神かみのみ告つげを伺うかがうようであった。アヒトペルの計はかりごとは皆みなダビデにもアブサロムにも共ともにそのように思おもわれた。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1時ときにアヒトペルはアブサロムに言いった、「わたしに一万二千の人ひとを選えらび出ださせてください。わたしは立たって、今夜こんやダビデのあとを追おい、 2彼かれが疲つかれて手てが弱よわくなっているところを襲おそって、彼かれをあわてさせましょう。そして彼かれと共ともにいる民たみがみな逃にげるとき、わたしは王おうひとりを撃うち取とり、 3すべての民たみを花嫁はなよめがその夫おっとのもとに帰かえるようにあなたに帰かえらせましょう。あなたが求もとめておられるのはただひとりの命いのちだけですから、民たみはみな穏おだやかになるでしょう」。 4この言葉ことばはアブサロムとイスラエルのすべての長老ちょうろうの心こころにかなった。
    


    
      5そこでアブサロムは言いった、「アルキびとホシャイをも呼よびよせなさい。われわれは彼かれの言いうことを聞ききましょう」。 6ホシャイがアブサロムのもとにきた時とき、アブサロムは彼かれに言いった、「アヒトペルはこのように言いった。われわれは彼かれの言葉ことばのように行おこなうべきか。いけないのであれば、言いいなさい」。 7ホシャイはアブサロムに言いった、「このたびアヒトペルが授さづけた計はかりごとは良よくありません」。 8ホシャイはまた言いった、「ごぞんじのように、あなたの父ちちとその従者じゅうしゃたちとは勇士ゆうしです。その上うえ彼かれらは、野ので子こを奪うばわれた熊くまのように、ひどく怒いかっています。また、あなたの父ちちはいくさびとですから、民たみと共ともに宿やどらないでしょう。 9彼かれは今いまでも穴あなの中なかか、どこかほかの所ところにかくれています。もし民たみのうちの幾いく人ひとかが手始てはじめに倒たおれるならば、それを聞きく者ものはだれでも、『アブサロムに従したがう民たみのうちに戦死者せんししゃがあった』と言いうでしょう。 10そうすれば、ししの心こころのような心こころのある勇いさましい人ひとであっても、恐おそれて消きえ去さってしまうでしょう。それはイスラエルのすべての人ひとが、あなたの父ちちの勇士ゆうしであること、また彼かれと共ともにいる者ものが、勇いさましい人々ひとびとであることを知しっているからです。 11ところでわたしの計はかりごとは、イスラエルをダンからベエルシバまで、海うみべの砂すなのように多おおくあなたのもとに集あつめて、あなたみずから戦たたかいに臨のぞむことです。 12こうしてわれわれは彼かれの見みつかる場所ばしょで彼かれを襲おそい、つゆが地ちにおりるように彼かれの上うえに下くだる。そして彼かれおよび彼かれと共ともにいるすべての人ひとをひとりも残のこさないでしょう。 13もし彼かれがいずれかの町まちに退しりぞくならば、全ぜんイスラエルはその町まちになわをかけ、われわれはそれを谷たにに引ひき倒たおして、そこに一つの小石こいしも見みられないようにするでしょう」。 14アブサロムとイスラエルの人々ひとびとはみな、「アルキびとホシャイの計はかりごとは、アヒトペルの計はかりごとよりもよい」と言いった。それは主しゅがアブサロムに災わざわいを下くだそうとして、アヒトペルの良よい計はかりごとを破やぶることを定さだめられたからである。
    


    
      15そこでホシャイは祭司さいしたち、ザドクとアビヤタルとに言いった、「アヒトペルはアブサロムとイスラエルの長老ちょうろうたちのためにこういう計はかりごとをした。またわたしはこういう計はかりごとをした。 16それゆえ、あなたがたはすみやかに人ひとをつかわしてダビデに告つげ、『今夜こんや、荒野あらのの渡わたし場ばに宿やどらないで、必かならず渡わたって行いきなさい。さもないと王おうおよび共ともにいる民たみはみな、滅ほろぼされるでしょう』と言いいなさい」。 17時ときに、ヨナタンとアヒマアズはエンロゲルで待まっていた。ひとりのつかえめが行いって彼かれらに告つげ、彼かれらは行いってダビデ王おうに告つげるのが常つねであった。それは彼かれらが町まちにはいるのを見みられないようにするためである。 18ところがひとりの若者わかものが彼かれらを見みてアブサロムに告つげたので、彼かれらふたりは急いそいで去さり、バホリムの、あるひとりの人ひとの家いえにきた。その人ひとの庭にわに井戸いどがあって、彼かれらはその中なかに下くだったので、 19女おんなはおおいを取とってきて井戸いどの口くちの上うえにひろげ、麦むぎをその上うえにまき散ちらした。それゆえその事ことは何なにも知しれなかった。 20アブサロムのしもべたちはその女おんなの家いえにきて言いった、「アヒマアズとヨナタンはどこにいますか」。女おんなは彼かれらに言いった、「あの人々ひとびとは小川おがわを渡わたって行いきました」。彼かれらは尋たずねたが見当みあたらなかったのでエルサレムに帰かえった。
    


    
      21彼かれらが去さった後のち、人々ひとびとは井戸いどから上のぼり、行いってダビデ王おうに告つげた。すなわち彼かれらはダビデに言いった、「立たって、すみやかに川かわを渡わたりなさい。アヒトペルがあなたがたに対たいしてこういう計はかりごとをしたからです」。 22そこでダビデは立たって、共ともにいるすべての民たみと一緒いっしょにヨルダンを渡わたった。夜明よあけには、ヨルダンを渡わたらない者ものはひとりもなかった。
    


    
      23アヒトペルは、自分じぶんの計はかりごとが行おこなわれないのを見みて、ろばにくらを置おき、立たって自分じぶんの町まちに行いき、その家いえに帰かえった。そして家いえの人ひとに遺言ゆいごんしてみずからくびれて死しに、その父ちちの墓はかに葬ほうむられた。
    


    
      24ダビデはマハナイムにきた。またアブサロムは自分じぶんと共ともにいるイスラエルのすべての人々ひとびとと一緒いっしょにヨルダンを渡わたった。 25アブサロムはアマサをヨアブの代かわりに軍ぐんの長ちょうとした。アマサはかのナハシの娘むすめでヨアブの母ははゼルヤの妹いもうとであるアビガルをめとったイシマエルびと、名なはイトラという人ひとの子こである。 26そしてイスラエルとアブサロムはギレアデの地ちに陣取じんどった。
    


    
      27ダビデがマハナイムにきた時とき、アンモンの人々ひとびとのうちのラバのナハシの子こショビと、ロ・デバルのアンミエルの子こマキル、およびロゲリムのギレアデびとバルジライは、 28寝床ねどこと鉢はち、土器どき、小麦こむぎ、大麦おおむぎ、粉こな、いり麦むぎ、豆まめ、レンズ豆まめ、 29蜜みつ、凝乳ぎょうにゅう、羊ひつじ、乾酪かんらくをダビデおよび共ともにいる民たみが食たべるために持もってきた。それは彼かれらが、「民たみは荒野あらので飢うえ疲つかれかわいている」と思おもったからである。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1さてダビデは自分じぶんと共ともにいる民たみを調しらべて、その上うえに千人にんの長ちょう、百人にんの長ちょうを立たてた。 2そしてダビデは民たみをつかわし、三分ぶんの一をヨアブの手てに、三分ぶんの一をゼルヤの子こヨアブの兄弟きょうだいアビシャイの手てに、三分ぶんの一をガテびとイッタイの手てにあずけた。こうして王おうは民たみに言いった、「わたしもまた必かならずあなたがたと一緒いっしょに出でます」。 3しかし民たみは言いった、「あなたは出でてはなりません。それはわれわれがどんなに逃にげても、彼かれらはわれわれに心こころをとめず、われわれの半なかばが死しんでも、われわれに心こころをとめないからです。しかしあなたはわれわれの一万に等ひとしいのです。それゆえあなたは町まちの中なかからわれわれを助たすけてくださる方ほうがよろしい」。 4王おうは彼かれらに言いった、「あなたがたの最もっとも良よいと思おもうことをわたしはしましょう」。こうして王おうは門もんのかたわらに立たち、民たみは皆みなあるいは百人にん、あるいは千人にんとなって出でて行いった。 5王おうはヨアブ、アビシャイおよびイッタイに命めいじて、「わたしのため、若者わかものアブサロムをおだやかに扱あつかうように」と言いった。王おうがアブサロムの事ことについてすべての長ちょうたちに命めいじている時とき、民たみは皆みな聞きいていた。
    


    
      6こうして民たみはイスラエルに向むかって野のに出でて行いき、エフライムの森もりで戦たたかったが、 7イスラエルの民たみはその所ところでダビデの家来けらいたちの前まえに敗やぶれた。その日ひその所ところに戦死者せんししゃが多おおく、二万に及およんだ。 8そして戦たたかいはあまねくその地ちのおもてに広ひろがった。この日ひ、森もりの滅ほろぼした者ものは、つるぎの滅ほろぼした者ものよりも多おおかった。
    


    
      9さてアブサロムはダビデの家来けらいたちに行いき会あった。その時ときアブサロムは騾馬らばに乗のっていたが、騾馬らばは大おおきいかしの木きの、茂しげった枝えだの下したを通とおったので、アブサロムの頭あたまがそのかしの木きにかかって、彼かれは天地てんちの間あいだにつりさがった。騾馬らばは彼かれを捨すてて過すぎて行いった。 10ひとりの人ひとがそれを見みてヨアブに告つげて言いった、「わたしはアブサロムが、かしの木きにかかっているのを見みました」。 11ヨアブはそれを告つげた人ひとに言いった、「あなたはそれを見みたというのか。それなら、どうしてあなたは彼かれをその所ところで、地ちに撃うち落おとさなかったのか。わたしはあなたに銀ぎん十シケルと帯おび一筋すじを与あたえたであろうに」。 12その人ひとはヨアブに言いった、「たといわたしの手てに銀ぎん千シケルを受うけても、手てを出だして王おうの子こに敵てきすることはしません。王おうはわれわれが聞きいているところで、あなたとアビシャイとイッタイに、『わたしのため若者わかものアブサロムを保護ほごせよ』と命めいじられたからです。 13もしわたしがそむいて彼かれの命いのちをそこなったのであれば、何事なにごとも王おうに隠かくれることはありませんから、あなたはみずから立たってわたしを責せめられたでしょう」。 14そこで、ヨアブは「こうしてあなたと共ともにとどまってはおられない」と言いって、手てに三筋すじの投なげやりを取とり、あのかしの木きにかかって、なお生いきているアブサロムの心臓しんぞうにこれを突つき通とおした。 15ヨアブの武器ぶきを執とる十人にんの若者わかものたちは取とり巻まいて、アブサロムを撃うち殺ころした。
    


    
      16こうしてヨアブがラッパを吹ふいたので、民たみはイスラエルのあとを追おうことをやめて帰かえった。ヨアブが民たみを引ひきとめたからである。 17人々ひとびとはアブサロムを取とって、森もりの中なかの大おおきな穴あなに投なげいれ、その上うえにひじょうに大おおきい石塚いしづかを積つみ上あげた。そしてイスラエルはみなおのおのその天幕てんまくに逃にげ帰かえった。 18さてアブサロムは生いきている間あいだに、王おうの谷たにに自分じぶんのために一つの柱はしらを建たてた。それは彼かれが、「わたしは自分じぶんの名なを伝つたえる子こがない」と思おもったからである。彼かれはその柱はしらに自分じぶんの名なをつけた。その柱はしらは今日こんにちまでアブサロムの碑いしぶみととなえられている。
    


    
      19さてザドクの子こアヒマアズは言いった、「わたしは走はしって行いって、主しゅが王おうを敵てきの手てから救すくい出だされたおとずれを王おうに伝つたえましょう」。 20ヨアブは彼かれに言いった、「きょうは、おとずれを伝つたえてはならない。おとずれを伝つたえるのは、ほかの日ひにしなさい。きょうは王おうの子こが死しんだので、おとずれを伝つたえてはならない」。 21ヨアブはクシびとに言いった、「行いって、あなたの見みた事ことを王おうに告つげなさい」。クシびとはヨアブに礼れいをして走はしって行いった。 22ザドクの子こアヒマアズは重かさねてヨアブに言いった、「何事なにごとがあろうとも、わたしにもクシびとのあとから走はしって行いかせてください」。ヨアブは言いった、「子こよ、おとずれの報むくいを得えられないのに、どうしてあなたは走はしって行いこうとするのか」。 23彼かれは言いった、「何事なにごとがあろうとも、わたしは走はしって行いきます」。ヨアブは彼かれに言いった、「走はしって行いきなさい」。そこでアヒマアズは低地ていちの道みちを走はしって行いき、クシびとを追おい越こした。
    


    
      24時ときにダビデは二つの門もんの間あいだにすわっていた。そして見張みはりの者ものが城壁じょうへきの門もんの屋根やねにのぼり、目めをあげて見みていると、ただひとりで走はしってくる者ものがあった。 25見張みはりの者ものが呼よばわって王おうに告つげたので、王おうは言いった、「もしひとりならば、その口くちにおとずれがあるであろう」。その人ひとは急いそいできて近ちかづいた。 26見張みはりの者ものは、ほかにまたひとり走はしってくるのを見みたので、門もんの方ほうに呼よばわって言いった、「見みよ、ほかにただひとりで走はしって来くる者ものがあります」。王おうは言いった、「彼かれもまたおとずれを持もってくるのだ」。 27見張みはりの者ものは言いった、「まっ先さきに走はしって来くる人ひとはザドクの子こアヒマアズのようです」。王おうは言いった、「彼かれは良よい人ひとだ。良よいおとずれを持もってくるであろう」。
    


    
      28時ときにアヒマアズは呼よばわって王おうに言いった、「平安へいあんでいらせられますように」。そして王おうの前まえに地ちにひれ伏ふして言いった、「あなたの神かみ、主しゅはほむべきかな。主しゅは王おう、わが君きみに敵てきして手てをあげた人々ひとびとを引ひき渡わたされました」。 29王おうは言いった、「若者わかものアブサロムは平安へいあんですか」。アヒマアズは答こたえた、「ヨアブがしもべをつかわす時とき、わたしは大おおきな騒さわぎを見みましたが、何事なにごとであったか知しりません」。 30王おうは言いった、「わきへ行いって、そこに立たっていなさい」。彼かれはわきへ行いって立たった。
    


    
      31その時ときクシびとがきた。そしてそのクシびとは言いった、「わが君きみ、王おうが良よいおとずれをお受うけくださるよう。主しゅはきょう、すべてあなたに敵てきして立たった者ものどもの手てから、あなたを救すくい出だされたのです」。 32王おうはクシびとに言いった、「若者わかものアブサロムは平安へいあんですか」。クシびとは答こたえた、「王おう、わが君きみの敵てき、およびすべてあなたに敵てきして立たち、害がいをしようとする者ものは、あの若者わかもののようになりますように」。 33王おうはひじょうに悲かなしみ、門もんの上うえのへやに上のぼって泣ないた。彼かれは行いきながらこのように言いった、「わが子こアブサロムよ。わが子こ、わが子こアブサロムよ。ああ、わたしが代かわって死しねばよかったのに。アブサロム、わが子こよ、わが子こよ」。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1時ときにヨアブに告つげる者ものがあって、「見みよ、王おうはアブサロムのために泣なき悲かなしんでいる」と言いった。 2こうしてその日ひの勝利しょうりはすべての民たみの悲かなしみとなった。それはその日ひ、民たみが、「王おうはその子このために悲かなしんでいる」と人ひとの言いうのを聞きいたからである。 3そして民たみはその日ひ、戦たたかいに逃にげて恥はじている民たみがひそかに、はいるように、ひそかに町まちにはいった。 4王おうは顔かおをおおった。そして王おうは大声おおごえに叫さけんで、「わが子こアブサロムよ。アブサロム、わが子こよ、わが子こよ」と言いった。 5時ときにヨアブは家いえにはいり、王おうのもとにきて言いった、「あなたは、きょう、あなたの命いのちと、あなたのむすこ娘むすめたちの命いのち、およびあなたの妻つまたちの命いのちと、めかけたちの命いのちを救すくったすべての家来けらいの顔かおをはずかしめられました。 6それはあなたが自分じぶんを憎にくむ者ものを愛あいし、自分じぶんを愛あいする者ものを憎にくまれるからです。あなたは、きょう、軍ぐんの長ちょうたちをも、しもべたちをも顧かえりみないことを示しめされました。きょう、わたしは知しりました。もし、アブサロムが生いきていて、われわれが皆みなきょう死しんでいたら、あなたの目めにかなったでしょう。 7今いま立たって出でて行いって、しもべたちにねんごろに語かたってください。わたしは主しゅをさして誓ちかいます。もしあなたが出でられないならば、今夜こんやあなたと共ともにとどまる者ものはひとりもないでしょう。これはあなたが若わかい時ときから今いままでにこうむられたすべての災わざわいよりも、あなたにとって悪わるいでしょう」。 8そこで王おうは立たって門もんのうちの座ざについた。人々ひとびとはすべての民たみに、「見みよ、王おうは門もんに座ざしている」と告つげたので、民たみはみな王おうの前まえにきた。
    


    
      さてイスラエルはおのおのその天幕てんまくに逃にげ帰かえった。 9そしてイスラエルのもろもろの部族ぶぞくの中なかで民たみはみな争あらそって言いった、「王おうはわれわれを敵てきの手てから救すくい出だし、またわれわれをペリシテびとの手てから助たすけ出だされた。しかし今いまはアブサロムのために国くにのそとに逃にげておられる。 10またわれわれが油あぶらを注そそいで、われわれの上うえに立たてたアブサロムは戦たたかいで死しんだ。それであるのに、どうしてあなたがたは王おうを導みちびきかえることについて、何なにをも言いわないのか」。
    


    
      11ダビデ王おうは祭司さいしたちザドクとアビヤタルとに人ひとをつかわして言いった、「ユダの長老ちょうろうたちに言いいなさい、『全ぜんイスラエルの言葉ことばが王おうに達たっしたのに、どうしてあなたがたは王おうをその家いえに導みちびきかえる最後さいごの者ものとなるのですか。 12あなたがたはわたしの兄弟きょうだい、わたしの骨肉こつにくです。それにどうして王おうを導みちびきかえる最後さいごの者ものとなるのですか』。 13またアマサに言いいなさい、『あなたはわたしの骨肉こつにくではありませんか。これから後のちあなたをヨアブに代かえて、わたしの軍ぐんの長ちょうとします。もしそうしないときは、神かみが幾重いくえにもわたしを罰ばっしてくださるように』」。 14こうしてダビデはユダのすべての人ひとの心こころを、ひとりのように自分じぶんに傾かたむけさせたので、彼かれらは王おうに、「どうぞあなたも、すべての家来けらいたちも帰かえってきてください」と言いいおくった。 15そこで王おうは帰かえってきてヨルダンまで来くると、ユダの人ひと人ひとは王おうを迎むかえるためギルガルにきて、王おうにヨルダンを渡わたらせた。
    


    
      16バホリムのベニヤミンびと、ゲラの子こシメイは、急いそいでユダの人々ひとびとと共ともに下くだってきて、ダビデ王おうを迎むかえた。 17一千人にんのベニヤミンびとが彼かれと共ともにいた。またサウルの家いえのしもべヂバもその十五人にんのむすこと、二十人にんのしもべを従したがえて、王おうの前まえにヨルダンに駆かけ下くだった。 18そして王おうの家族かぞくを渡わたし、王おうの心こころにかなうことをしようと渡わたし場ばを渡わたった。ゲラの子こシメイはヨルダンを渡わたろうとする時とき、王おうの前まえにひれ伏ふし、 19王おうに言いった、「どうぞわが君きみが、罪つみをわたしに帰きしられないように。またわが君きみ、王おうのエルサレムを出でられた日ひに、しもべがおこなった悪わるい事ことを思おもい出だされないように。どうぞ王おうがそれを心こころに留とめられないように。 20しもべは自分じぶんが罪つみを犯おかしたことを知しっています。それゆえ、見みよ、わたしはきょう、ヨセフの全家ぜんかのまっ先さきに下くだってきて、わが主しゅ、王おうを迎むかえるのです」。 21ゼルヤの子こアビシャイは答こたえて言いった、「シメイは主しゅが油あぶらを注そそがれた者ものをのろったので、そのために殺ころされるべきではありませんか」。 22ダビデは言いった、「あなたがたゼルヤの子こたちよ、あなたがたとなにのかかわりがあって、あなたがたはきょうわたしに敵対てきたいするのか。きょう、イスラエルのうちで人ひとを殺ころして良よかろうか。わたしが、きょうイスラエルの王おうとなったことを、どうして自分じぶんで知しらないことがあろうか」。 23こうして王おうはシメイに、「あなたを殺ころさない」と言いって、王おうは彼かれに誓ちかった。
    


    
      24サウルの子こメピボセテは下くだってきて王おうを迎むかえた。彼かれは王おうが去さった日ひから安やすらかに帰かえる日ひまで、その足あしを飾かざらず、そのひげを整ととのえず、またその着物きものを洗あらわなかった。 25彼かれがエルサレムからきて王おうを迎むかえた時とき、王おうは彼かれに言いった、「メピボセテよ、あなたはどうしてわたしと共ともに行いかなかったのか」。 26彼かれは答こたえた、「わが主しゅ、王おうよ、わたしの家来けらいがわたしを欺あざむいたのです。しもべは彼かれに、『わたしのために、ろばにくらを置おけ。わたしはそれに乗のって王おうと共ともに行いく』と言いったのです。しもべは足あしなえだからです。 27ところが彼かれはしもべのことをわが主しゅ、王おうの前まえに、あしざまに言いったのです。しかし、わが主しゅ、王おうは神かみの使つかいのようでいらせられます。それで、あなたの良よいと思おもわれることをしてください。 28わたしの父ちちの全家ぜんかはわが主しゅ、王おうの前まえにはみな死しんだ人ひとにすぎないのに、あなたはしもべを、あなたの食卓しょくたくで食事しょくじをする人々ひとびとのうちに置おかれました。わたしになんの権利けんりがあって、重かさねて王おうに訴うったえることができましょう」。 29王おうは彼かれに言いった、「あなたはどうしてなおも自分じぶんのことを言いうのですか。わたしは決きめました。あなたとヂバとはその土地とちを分わけなさい」。 30メピボセテは王おうに言いった、「わが主しゅ、王おうが安やすらかに家いえに帰かえられたのですから、彼かれにそれをみな取とらせてください」。
    


    
      31さてギレアデびとバルジライはロゲリムから下くだってきて、ヨルダンで王おうを見送みおくるため、王おうと共ともにヨルダンに進すすんだ。 32バルジライは、ひじょうに年老としおいた人ひとで八十{歳さいであった。彼かれはまた、ひじょうに裕福ゆうふくな人ひとであったので、王おうがマハナイムにとどまっている間あいだ、王おうを養やしなった。 33王おうはバルジライに言いった、「わたしと一緒いっしょに渡わたって行いきなさい。わたしはエルサレムであなたをわたしと共ともにおらせて養やしないましょう」。 34バルジライは王おうに言いった、「わたしは、なお何なに年ねんいきながらえるので、王おうと共ともにエルサレムに上のぼるのですか。 35わたしは今日こんにち八十歳さいです。わたしに、良よいこと悪わるいことがわきまえられるでしょうか。しもべは食たべるもの、飲のむものを味あじわうことができましょうか。わたしは歌うたう男おとこや歌うたう女おんなの声こえをまだ聞きくことができましょうか。それであるのに、しもべはどうしてなおわが主しゅ、王おうの重荷おもにとなってよろしいでしょうか。 36しもべは王おうと共ともにヨルダンを渡わたって、ただ少すこし行いきましょう。どうして王おうはこのような報むくいをわたしに報むくいられなければならないのでしょうか。 37どうぞしもべを帰かえらせてください。わたしは自分じぶんの町まちで、父母ふぼの墓はかの近ちかくで死しにます。ただし、あなたのしもべキムハムがここにおります。わが主しゅ、王おうと共ともに彼かれを渡わたって行いかせてください。またあなたが良よいと思おもわれる事ことを彼かれにしてください」。 38王おうは答こたえた、「キムハムはわたしと共ともに渡わたって行いかせます。わたしは、あなたが良よいと思おもわれる事ことを彼かれにしましょう。またあなたが望のぞまれることはみな、あなたのためにいたします」。 39こうして民たみはみなヨルダンを渡わたった。王おうは渡わたった時とき、バルジライに口くちづけして、祝福しゅくふくしたので、彼かれは自分じぶんの家いえに帰かえっていった。 40王おうはギルガルに進すすんだ。キムハムも彼かれと共ともに進すすんだ。ユダの民たみはみな王おうを送おくり、イスラエルの民たみの半なかばもまたそうした。
    


    
      41さてイスラエルの人々ひとびとはみな王おうの所ところにきて、王おうに言いった、「われわれの兄弟きょうだいであるユダの人々ひとびとは、何なにゆえにあなたを盗ぬすみ去さって、王おうとその家族かぞく、およびダビデに伴ともなっているすべての従者じゅうしゃにヨルダンを渡わたらせたのですか」。 42ユダの人々ひとびとはみなイスラエルの人々ひとびとに答こたえた、「王おうはわれわれの近親きんしんだからです。あなたがたはどうしてこの事ことで怒いかられるのですか。われわれが少すこしでも王おうの物ものを食たべたことがありますか。王おうが何なにか賜物たまものをわれわれに与あたえたことがありますか」。 43イスラエルの人々ひとびとはユダの人々ひとびとに答こたえた、「われわれは王おうのうちに十の分ぶんを持もっています。またダビデのうちにもわれわれはあなたがたよりも多おおくを持もっています。それであるのに、どうしてあなたがたはわれわれを軽かろんじたのですか。われらの王おうを導みちびき帰かえろうと最初さいしょに言いったのはわれわれではないのですか」。しかしユダの人々ひとびとの言葉ことばはイスラエルの人々ひとびとの言葉ことばよりも激はげしかった。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1さて、その所ところにひとりのよこしまな人ひとがあって、名なをシバといった。ビクリの子こで、ベニヤミンびとであった。彼かれはラッパを吹ふいて言いった、「われわれはダビデのうちに分ぶんがない。またエッサイの子このうちに嗣し業ぎょうを持もたない。イスラエルよ、おのおのその天幕てんまくに帰かえりなさい」。 2そこでイスラエルの人々ひとびとは皆みなダビデに従したがう事ことをやめて、ビクリの子こシバに従したがった。しかしユダの人々ひとびとはその王おうにつき従したがって、ヨルダンからエルサレムへ行いった。
    


    
      3ダビデはエルサレムの自分じぶんの家いえにきた。そして王おうは家いえを守まもるために残のこしておいた十人にんのめかけたちを取とって、一つの家いえに入いれて守まもり、また養やしなったが、彼女かのじょたちの所ところには、はいらなかった。彼女かのじょたちは死しぬ日ひまで閉とじこめられ一生いっしょう、寡婦かふとしてすごした。
    


    
      4王おうはアマサに言いった、「わたしのため三日かのうちにユダの人々ひとびとを呼よび集あつめて、ここにきなさい」。 5アマサはユダを呼よび集あつめるために行いったが、彼かれは定さだめられた時ときよりもおくれた。 6ダビデはアビシャイに言いった、「ビクリの子こシバは今いまわれわれにアブサロムよりも多おおくの害がいをするであろう。あなたの主君しゅくんの家来けらいたちを率ひきいて、彼かれのあとを追おいなさい。さもないと彼かれは堅固けんごな町々まちまちを獲えて、われわれを悩なやますであろう」。 7こうしてヨアブとケレテびととペレテびと、およびすべての勇士ゆうしはアビシャイに従したがって出でた。すなわち彼かれらはエルサレムを出でて、ビクリの子こシバのあとを追おった。 8彼かれらがギベオンにある大石おおいしのところにいた時とき、アマサがきて彼かれらに会あった。時ときにヨアブは軍服ぐんぷくを着きて、帯おびをしめ、その上うえにさやに納おさめたつるぎを腰こしに結むすんで帯おびていたが、彼かれが進すすみ出でた時ときつるぎは抜ぬけ落おちた。 9ヨアブはアマサに、「兄弟きょうだいよ、あなたは安やすらかですか」と言いって、ヨアブは右みぎの手てをもってアマサのひげを捕とらえて彼かれに口くちづけしようとしたが、 10アマサはヨアブの手てにつるぎがあることに気きづかなかったので、ヨアブはそれをもってアマサの腹部ふくぶを刺さして、そのはらわたを地ちに流ながし出だし、重かさねて撃うつこともなく彼かれを殺ころした。
    


    
      こうしてヨアブとその兄弟きょうだいアビシャイはビクリの子こシバのあとを追おった。 11時ときにヨアブの若者わかもののひとりがアマサのかたわらに立たって言いった、「ヨアブに味方みかたする者もの、ダビデにつく者ものはヨアブのあとに従したがいなさい」。 12アマサは血ちに染しんで大路おおじの中なかにころがっていたので、そのそばに来くる者ものはみな彼かれを見みて立たちどまった。この人ひとは民たみがみな立たちどまるのを見みて、アマサを大路おおじから畑はたけに移うつし、衣服いふくをその上うえにかけた。 13アマサが大路おおじから移うつされたので、民たみは皆みなヨアブに従したがって進すすみ、ビクリの子こシバのあとを追おった。
    


    
      14シバはイスラエルのすべての部族ぶぞくのうちを通とおってベテマアカのアベルにきた。ビクリびとは皆みな、集あつまってきて彼かれに従したがった。 15そこでヨアブと共ともにいたすべての人々ひとびとがきて、彼かれをベテマアカのアベルに囲かこみ、町まちに向むかって土つち塁るいを築きずいた。それはとりでに向むかって立たてられた。こうして彼かれらは城壁じょうへきをくずそうとしてこれを撃うった。 16その時とき、ひとりの賢かしこい女おんなが町まちから呼よばわった、「あなたがたは聞ききなさい。あなたがたは聞ききなさい。ヨアブに、『ここにきてください。わたしはあなたに言いうことがあります』と言いってください」。 17彼かれがその女おんなに近寄ちかよると、女おんなは「あなたがヨアブですか」と言いった。彼かれは「そうです」と答こたえた。すると女おんなは彼かれに「はしための言葉ことばをお聞ききください」と言いったので、「聞ききましょう」と彼かれは言いった。 18そこで女おんなは言いった、「昔むかし、人々ひとびとはいつも、『アベルで尋たずねなさい』と言いって、事ことを定さだめました。 19わたしはイスラエルのうちの平和へいわな、忠誠ちゅうせいな者ものです。そうであるのに、あなたはイスラエルのうちで母ははともいうべき町まちを滅ほろぼそうとしておられます。どうして主しゅの嗣し業ぎょうを、のみ尽つくそうとされるのですか」。 20ヨアブは答こたえた、「いいえ、決けっしてそうではなく、わたしが、のみ尽つくしたり、滅ほろぼしたりすることはありません。 21事実じじつはそうではなく、エフライムの山地さんちの人ひとビクリの子こ、名なをシバという者ものが手てをあげて王おうダビデにそむいたのです。あなたがたが彼かれひとりを渡わたすならば、わたしはこの町まちを去さります」。女おんなはヨアブに言いった、「彼かれの首くびは城壁じょうへきの上うえからあなたの所ところへ投なげられるでしょう」。 22こうしてこの女おんなが知恵ちえをもって、すべての民たみの所ところに行いったので、彼かれらはビクリの子こシバの首くびをはねてヨアブの所ところへ投なげ出だした。そこでヨアブはラッパを吹ふきならしたので、人々ひとびとは散ちって町まちを去さり、おのおの家いえに帰かえった。ヨアブはエルサレムにいる王おうのもとに帰かえった。
    


    
      23ヨアブはイスラエルの全ぜん軍ぐんの長ちょうであった。エホヤダの子こベナヤはケレテびと、およびペレテびとの長ちょう、 24アドラムは徴募ちょうぼ人にんの長ちょう、アヒルデの子こヨシャパテは史官しかん、 25シワは書記官しょきかん、ザドクとアビヤタルとは祭司さいし。 26またヤイルびとイラはダビデの祭司さいしであった。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1ダビデの世よに、年としまた年としと三年ねん、ききんがあったので、ダビデが主しゅに尋たずねたところ、主しゅは言いわれた、「サウルとその家いえとに、血ちを流ながした罪つみがある。それはかつて彼かれがギベオンびとを殺ころしたためである」。 2そこで王おうはギベオンびとを召めしよせた。ギベオンびとはイスラエルの子孫しそんではなく、アモリびとの残のこりであって、イスラエルの人々ひとびとは彼かれらと誓ちかいを立たてて、その命いのちを助たすけた。ところがサウルはイスラエルとユダの人々ひとびとのために熱心ねっしんであったので、彼かれらを殺ころそうとしたのである。 3それでダビデはギベオンびとに言いった、「わたしはあなたがたのために、何なにをすればよいのですか。どんな償つぐないをすれば、あなたがたは主しゅの嗣し業ぎょうを祝福しゅくふくするのですか」。 4ギベオンびとは彼かれに言いった、「これはわれわれと、サウルまたはその家いえとの間あいだの金銀きんぎんの問題もんだいではありません。またイスラエルのうちのひとりでも、われわれが殺ころそうというのでもありません」。ダビデは言いった、「わたしがあなたがたのために何なにをすればよいと言いうのですか」。 5かれらは王おうに言いった、「われわれを滅ほろぼした人ひと、われわれを滅ほろぼしてイスラエルの領域りょういきのどこにもおらせないようにと、たくらんだ人ひと、 6その人ひとの子孫しそん七人にんを引ひき渡わたしてください。われわれは主しゅの山やまにあるギベオンで、彼かれらを主しゅの前まえに木きにかけましょう」。王おうは言いった、「引ひき渡わたしましょう」。
    


    
      7しかし王おうはサウルの子こヨナタンの子こであるメピボセテを惜おしんだ。彼かれらの間あいだ、すなわちダビデとサウルの子こヨナタンとの間あいだに、主しゅをさして立たてた誓ちかいがあったからである。 8王おうはアヤの娘むすめリヅパがサウルに産うんだふたりの子こアルモニとメピボセテ、およびサウルの娘むすめメラブがメホラびとバルジライの子こアデリエルに産うんだ五人にんの子こを取とって、 9彼かれらをギベオンびとの手てに引ひき渡わたしたので、ギベオンびとは彼かれらを山やまで主しゅの前まえに木きにかけた。彼かれら七人にんは共ともに倒たおれた。彼かれらは刈入かりいれの初はじめの日ひ、すなわち大麦おおむぎ刈かりの初はじめに殺ころされた。
    


    
      10アヤの娘むすめリヅパは荒布あらぬのをとって、それを自分じぶんのために岩いわの上うえに敷しき、刈入かりいれの初はじめから、その人々ひとびとの死体したいの上うえに天てんから雨あめが降ふるまで、昼ひるは空そらの鳥とりが死体したいの上うえにこないようにし、夜よるは野のの獣けものを近寄ちかよらせなかった。 11アヤの娘むすめでサウルのめかけであったリヅパのしたことがダビデに聞きこえたので、 12ダビデは行いってサウルの骨ほねとその子こヨナタンの骨ほねを、ヤベシギレアデの人々ひとびとの所ところから取とってきた。これはペリシテびとがサウルをギルボアで殺ころした日ひに、木きにかけたベテシャンの広場ひろばから、彼かれらが盗ぬすんでいたものである。 13ダビデはそこからサウルの骨ほねと、その子こヨナタンの骨ほねを携たずさえて上のぼった。また人々ひとびとはそのかけられた者ものどもの骨ほねを集あつめた。 14こうして彼かれらはサウルとその子こヨナタンの骨ほねを、ベニヤミンの地ちのゼラにあるその父ちちキシの墓はかに葬ほうむり、すべて王おうの命めいじたようにした。この後のち、神かみはその地ちのために、祈いのりを聞きかれた。
    


    
      15ペリシテびとはまたイスラエルと戦争せんそうをした。ダビデはその家来けらいたちと共ともに下くだってペリシテびとと戦たたかったが、ダビデは疲つかれていた。 16時ときにイシビベノブはダビデを殺ころそうと思おもった。イシビベノブは巨人きょじんの子孫しそんで、そのやりは青銅せいどうで重おもさ三百シケルあり、彼かれは新あたらしいつるぎを帯おびていた。 17しかしゼルヤの子こアビシャイはダビデを助たすけて、そのペリシテびとを撃うち殺ころした。そこでダビデの従者じゅうしゃたちは彼かれに誓ちかって言いった、「あなたはわれわれと共ともに、重かさねて戦争せんそうに出でてはなりません。さもないと、あなたはイスラエルのともし火ひを消けすでしょう」。
    


    
      18この後のち、再ふたたびゴブでペリシテびととの戦たたかいがあった。時ときにホシャびとシベカイは巨人きょじんの子孫しそんのひとりサフを殺ころした。 19ここにまたゴブで、ペリシテびととの戦たたかいがあったが、そこではベツレヘムびとヤレオレギムの子こエルハナンは、ガテびとゴリアテを殺ころした。そのやりの柄えは機はたの巻棒まきぼうのようであった。 20またガテで再ふたたび戦たたかいがあったが、そこにひとりの背せの高たかい人ひとがあり、その手ての指ゆびと足あしの指ゆびは六本ぽんずつで、その数かずは合あわせて二十四本ほんであった。彼かれもまた巨人きょじんから生うまれた者ものであった。 21彼かれはイスラエルをののしったので、ダビデの兄弟きょうだいシメアの子こヨナタンが彼かれを殺ころした。 22これらの四人にんはガテで巨人きょじんから生うまれた者ものであったが、ダビデの手てとその家来けらいたちの手てに倒たおれた。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1ダビデは主しゅがもろもろの敵てきの手てとサウルの手てから、自分じぶんを救すくい出だされた日ひに、この歌うたの言葉ことばを主しゅに向むかって述のべ、 2彼かれは言いった、

      
        「主しゅはわが岩いわ、わが城しろ、わたしを救すくう者もの、

        3わが神かみ、わが岩いわ。わたしは彼かれに寄より頼たのむ。

        わが盾たて、わが救すくいの角つの、

        わが高たかきやぐら、わが避さけ所どころ、

        わが救主すくいぬし。あなたはわたしを暴虐ぼうぎゃくから救すくわれる。

        4わたしは、ほめまつるべき主しゅに呼よばわって、

        わたしの敵てきから救すくわれる。

        5死しの波なみはわたしをとりまき、

        滅ほろびの大水おおみずはわたしを襲おそった。

        6陰府よみの綱つなはわたしをとりかこみ、

        死しのわなはわたしに、たち向むかった。

        7苦難くなんのうちにわたしは主しゅを呼よび、

        またわが神かみに呼よばわった。

        主しゅがその宮みやからわたしの声こえを聞きかれて、

        わたしの叫さけびはその耳みみにとどいた。

        8その時とき地ちは震ふるいうごき、

        天てんの基もといはゆるぎふるえた。

        彼かれが怒いかられたからである。

        9煙けむりはその鼻はなからたち上のぼり、

        火ひはその口くちから出でて焼やきつくし、

        白熱はくねつの炭すみは彼かれから燃もえ出でた。

        10彼かれは天てんを低ひくくして下くだられ、

        暗くらやみが彼かれの足あしの下したにあった。

        11彼かれはケルブに乗のって飛とび、

        風かぜの翼つばさに乗のってあらわれた。

        12彼かれはその周囲しゅういに幕屋まくやとして、

        やみと濃こき雲くもと水みずの集あつまりとを置おかれた。

        13そのみ前まえの輝かがやきから

        炭火すみびが燃もえ出でた。

        14主しゅは天てんから雷かみなりをとどろかせ、

        いと高たかき者ものは声こえを出だされた。

        15彼かれはまた矢やを放はなって彼かれらを散ちらし、

        いなずまを放はなって彼かれらを撃うち破やぶられた。

        16主しゅのとがめと、その鼻はなのいぶきとによって、

        海うみの底そこはあらわれ、

        世界せかいの基もといが、あらわになった。

        17彼かれは高たかき所ところから手てを伸のべてわたしを捕とらえ、

        大水おおみずの中なかからわたしを引ひき上あげ、

        18わたしの強つよい敵てきと、わたしを憎にくむ者ものとから

        わたしを救すくわれた。

        彼かれらはわたしにとって、あまりにも強つよかったからだ。

        19彼かれらはわたしの災わざわいの日ひにわたしに、たち向むかった。

        しかし主しゅはわたしの支柱しちゅうとなられた。

        20彼かれはまたわたしを広ひろい所ところへ引ひきだされ、

        わたしを喜よろこばれて、救すくってくださった。

        21主しゅはわたしの義ぎにしたがってわたしに報むくい、

        わたしの手ての清きよきにしたがって

        わたしに報むくいかえされた。

        22それは、わたしが主しゅの道みちを守まもり、悪あくを行おこなわず、

        わが神かみから離はなれたことがないからである。

        23そのすべてのおきてはわたしの前まえにあって、

        わたしはその、み定さだめを離はなれたことがない。

        24わたしは主しゅの前まえに欠かけた所ところなく、

        自みずからを守まもって罪つみを犯おかさなかった。

        25それゆえ、主しゅはわたしの義ぎにしたがい、

        その目めのまえにわたしの清きよきにしたがって、

        わたしに報むくいられた。

        26忠実ちゅうじつな者ものには、あなたは忠実ちゅうじつな者ものとなり、

        欠かけた所ところのない人ひとには、

        あなたは欠かけた所ところのない者ものとなり、

        27清きよい者ものには、あなたは清きよい者ものとなり、

        まがった者ものには、かたいぢな者ものとなられる。

        28あなたはへりくだる民たみを救すくわれる、

        しかしあなたの目めは高たかぶる者ものを見みて

        これをひくくせられる。

        29まことに、主しゅよ、あなたはわたしのともし火び、

        わが神かみはわたしのやみを照てらされる。

        30まことに、あなたによって

        わたしは敵てき軍ぐんをふみ滅ほろぼし、

        わが神かみによって石いしがきをとび越こえることができる。

        31この神かみこそ、その道みちは非ひのうちどころなく、

        主しゅの約束やくそくは真実しんじつである。

        彼かれはすべて彼かれに寄より頼たのむ者ものの盾たてである。

        32主しゅのほかに、だれが神かみか、

        われらの神かみのほか、だれが岩いわであるか。

        33この神かみこそわたしの堅固けんごな避さけ所どころであり、

        わたしの道みちを安全あんぜんにされた。

        34わたしの足あしをめじかの足あしのようにして、

        わたしを高たかい所ところに安全あんぜんに立たたせ、

        35わたしの手てを戦たたかいに慣ならされたので、

        わたしの腕うでは青銅せいどうの弓ゆみを引ひくことができる。

        36あなたはその救すくいの盾たてをわたしに与あたえ、

        あなたの助たすけは、わたしを大おおいなる者ものとされた。

        37あなたはわたしが歩あるく広ひろい場所ばしょを与あたえられたので、

        わたしの足あしはすべらなかった。

        38わたしは敵てきを追おって、これを滅ほろぼし、

        これを絶たやすまでは帰かえらなかった。

        39わたしは彼かれらを絶たやし、彼かれらを砕くだいたので

        彼かれらは立たつことができず、わたしの足あしもとに倒たおれた。

        40あなたは戦たたかいのために、わたしに力ちからを帯おびさせ

        わたしを攻せめる者ものをわたしの下したにかがませられた。

        41あなたによって、敵てきは

        そのうしろをわたしに向むけたので、

        わたしを憎にくむ者ものをわたしは滅ほろぼした。

        42彼かれらは見みまわしたが、救すくう者ものはいなかった。

        彼かれらは主しゅに叫さけんだが、彼かれらには答こたえられなかった。

        43わたしは彼かれらを地ちのちりのように

        細こまかに打うちくだき、

        ちまたのどろのように、踏ふみにじった。

        44あなたはわたしを国々くにぐにの民たみとの争あらそいから救すくい出だし、

        わたしをもろもろの国民こくみんのかしらとされた。

        わたしの知しらなかった民たみがわたしに仕つかえた。

        45異国いこくの人ひとたちはきてわたしにこび、

        わたしの事ことを聞きくとすぐわたしに従したがった。

        46異国いこくの人ひとたちは、うちしおれて

        その城しろからふるえながら出でてきた。

        47主しゅは生いきておられる。わが岩いわはほむべきかな。

        わが神かみ、わが救すくいの岩いわはあがむべきかな。

        48この神かみはわたしのために、あだを報むくい、

        もろもろの民たみをわたしの下したに置おかれた。

        49またわたしを敵てきから救すくい出だし、

        あだの上うえにわたしをあげ、

        暴虐ぼうぎゃくの人々ひとびとからわたしを救すくい出だされた。

        50それゆえ、主しゅよ、わたしはもろもろの国民くにたみの中なかで、

        あなたをたたえ、

        あなたの、み名なをほめ歌うたうであろう。

        51主しゅはその王おうに大おおいなる勝利しょうりを与あたえ、

        油あぶらを注そそがれた者ものに、ダビデとその子孫しそんとに、

        とこしえに、いつくしみを施ほどこされる」。

      

    

  


  


  
    第二十三章


    
      1これはダビデの最後さいごの言葉ことばである。

      エッサイの子こダビデの託宣たくせん、

      すなわち高たかく挙あげられた人ひと、

      ヤコブの神かみに油あぶらを注そそがれた人ひと、

      イスラエルの良よき歌うたびとの託宣たくせん。

      2「主しゅの霊れいはわたしによって語かたる、

      その言葉ことばはわたしの舌したの上うえにある。

      3イスラエルの神かみは語かたられた、

      イスラエルの岩いわはわたしに言いわれた、

      『人ひとを正ただしく治おさめる者もの、

      神かみを恐おそれて、治おさめる者ものは、

      4朝あさの光ひかりのように、

      雲くものない朝あさに、輝かがやきでる太陽たいようのように、

      地ちに若草わかくさを芽めばえさせる雨あめのように人ひとに臨のぞむ』。

      5まことに、わが家やはそのように、

      神かみと共ともにあるではないか。

      それは、神かみが、よろず備そなわって確たしかな

      とこしえの契約けいやくをわたしと結むすばれたからだ。

      どうして彼かれはわたしの救すくいと願ねがいを、

      皆みななしとげられぬことがあろうか。

      6しかし、よこしまな人ひとは、いばらのようで、

      手てをもって取とることができないゆえ、

      みな共ともに捨すてられるであろう。

      7これに触ふれようとする人ひとは

      鉄てつや、やりの柄えをもって武装ぶそうする、

      彼かれらはことごとく火ひで焼やかれるであろう」。

    


    
      8ダビデの勇士ゆうしたちの名なは次つぎのとおりである。タクモンびとヨセブ・バッセベテはかの三人にんのうちの長ちょうであったが、彼かれはいちじに八百人にんに向むかって、やりをふるい、それを殺ころした。
    


    
      9彼かれの次つぎはアホアびとドドの子こエレアザルであって、三勇士ゆうしのひとりである。彼かれは、戦たたかおうとしてそこに集あつまったペリシテびとに向むかって戦たたかいをいどみ、イスラエルの人々ひとびとが退しりぞいた時とき、ダビデと共ともにいたが、 10立たってペリシテびとを撃うち、ついに手てが疲つかれ、手てがつるぎに着ついて離はなれないほどになった。その日ひ、主しゅは大おおいなる勝利しょうりを与あたえられた。民たみは彼かれのあとに帰かえってきて、ただ殺ころされた者ものをはぎ取とるばかりであった。
    


    
      11彼かれの次つぎはハラルびとアゲの子こシャンマであった。ある時とき、ペリシテびとはレヒに集あつまった。そこに一面いちめんにレンズ豆まめを作つくった地所じしょがあった。民たみはペリシテびとの前まえから逃にげたが、 12彼かれはその地所じしょの中なかに立たって、これを防ふせぎ、ペリシテびとを殺ころした。そして主しゅは大おおいなる救すくいを与あたえられた。
    


    
      13三十人にんの長ちょうたちのうちの三人にんは下くだって行いって刈入かりいれのころに、アドラムのほら穴あなにいるダビデのもとにきた。時ときにペリシテびとの一隊たいはレパイムの谷たにに陣じんを取とっていた。 14その時ときダビデは要害ようがいにおり、ペリシテびとの先陣せんじんはベツレヘムにあったが、 15ダビデは、せつに望のぞんで、「だれかベツレヘムの門もんのかたわらにある井戸いどの水みずをわたしに飲のませてくれるとよいのだが」と言いった。 16そこでその三人にんの勇士ゆうしたちはペリシテびとの陣じんを突つき通とおって、ベツレヘムの門もんのかたわらにある井戸いどの水みずを汲くみ取とって、ダビデのもとに携たずさえてきた。しかしダビデはそれを飲のもうとはせず、主しゅの前まえにそれを注そそいで、 17言いった、「主しゅよ、わたしは断だんじて飲のむことをいたしません。いのちをかけて行いった人々ひとびとの血ちを、どうしてわたしは飲のむことができましょう」。こうして彼かれはそれを飲のもうとはしなかった。三勇士ゆうしはこれらのことを行おこなった。
    


    
      18ゼルヤの子こヨアブの兄弟きょうだいアビシャイは三十人にんの長ちょうであった。彼かれは三百人にんに向むかって、やりをふるい、それを殺ころした。そして、彼かれは三人にんと共ともに名なを得えた。 19彼かれは三十人にんのうち最もっとも尊たっとばれた者もので、彼かれらの長ちょうとなった。しかし、かの三人にんには及およばなかった。
    


    
      20エホヤダの子こベナヤはカブジエル出身しゅっしんの勇士ゆうしであって、多おおくのてがらを立たてた。彼かれはモアブのアリエルのふたりの子こを撃うち殺ころした。彼かれはまた雪ゆきの日ひに下くだっていって、穴あなの中なかでししを撃うち殺ころした。 21彼かれはまた姿すがたのうるわしいエジプトびとを撃うち殺ころした。そのエジプトびとは手てにやりを持もっていたが、ベナヤはつえをとってその所ところに下くだっていき、エジプトびとの手てからやりをもぎとって、そのやりをもって殺ころした。 22エホヤダの子こベナヤはこれらの事ことをして三勇士ゆうしと共ともに名なを得えた。 23彼かれは三十人にんのうちに有名ゆうめいであったが、かの三人にんには及およばなかった。ダビデは彼かれを侍衛じえいの長ちょうとした。
    


    
      24三十人にんのうちにあったのは、ヨアブの兄弟きょうだいアサヘル。ベツレヘム出身しゅっしんのドドの子こエルハナン。 25ハロデ出身しゅっしんのシャンマ。ハロデ出身しゅっしんのエリカ。 26パルテびとヘレヅ。テコア出身しゅっしんのイッケシの子こイラ。 27アナトテ出身しゅっしんのアビエゼル。ホシャびとメブンナイ。 28アホアびとザルモン。ネトパ出身しゅっしんのマハライ。 29ネトパ出身しゅっしんのバアナの子こヘレブ。ベニヤミンびとのギベアから出でたリバイの子こイッタイ。 30ピラトンのベナヤ。ガアシの谷たに出身しゅっしんのヒダイ。 31アルバテびとアビアルボン。バホリム出身しゅっしんのアズマウテ。 32シャルボン出身しゅっしんのエリヤバ。ヤセンの子こたち。ヨナタン。 33ハラルびとシャンマ。ハラルびとシャラルの子こアヒアム。 34マアカ出身しゅっしんのアハスバイの子こエリペレテ。ギロ出身しゅっしんのアヒトペルの子こエリアム。 35カルメル出身しゅっしんのヘヅロ。アルバびとパアライ。 36ゾバ出身しゅっしんのナタンの子こイガル。ガドびとバニ。 37アンモンびとゼレク。ゼルヤの子こヨアブの武器ぶきを執とる者もの、ベエロテ出身しゅっしんのナハライ。 38イテルびとイラ。イテルびとガレブ。 39ヘテびとウリヤ。合あわせて三十七人にんである。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1主しゅは再ふたたびイスラエルに向むかって怒いかりを発はっし、ダビデを感動かんどうして彼かれらに逆さからわせ、「行いってイスラエルとユダとを数かぞえよ」と言いわれた。 2そこで王おうはヨアブおよびヨアブと共ともにいる軍ぐんの長ちょうたちに言いった、「イスラエルのすべての部族ぶぞくのうちを、ダンからベエルシバまで行いき巡めぐって民たみを数かぞえ、わたしに民たみの数かずを知しらせなさい」。 3ヨアブは王おうに言いった、「どうぞあなたの神かみ、主しゅが、民たみを今いまよりも百倍ばいに増ましてくださいますように。そして王おう、わが主しゅがまのあたり、それを見みられますように。しかし王おう、わが主しゅは何なにゆえにこの事ことを喜よろこばれるのですか」。 4しかし王おうの言葉ことばがヨアブと軍ぐんの長ちょうたちとに勝かったので、ヨアブと軍ぐんの長ちょうたちとは王おうの前まえを退しりぞき、イスラエルの民たみを数かぞえるために出でて行いった。 5彼かれらはヨルダンを渡わたり、アロエルから、すなわち谷たにの中なかにある町まちから始はじめて、ガドに向むかい、ヤゼルに進すすんだ。 6それからギレアデに行いき、またヘテびとの地ちにあるカデシに行いき、それからダンに至いたり、ダンからシドンにまわり、 7またツロの要害ようがいに行いき、ヒビびと、およびカナンびとのすべての町まちに行いき、ユダのネゲブに出でてベエルシバへ行いった。 8こうして彼かれらは国くにをあまねく行いき巡めぐって、九か月げつと二十日にちを経へてエルサレムにきた。 9そしてヨアブは民たみの総数そうすうを王おうに告つげた。すなわちイスラエルには、つるぎを抜ぬく勇士ゆうしたちが八十万あった。ただしユダの人々ひとびとは五十万であった。
    


    
      10しかしダビデは民たみを数かぞえた後のち、心こころに責せめられた。そこでダビデは主しゅに言いった、「わたしはこれをおこなって大おおきな罪つみを犯おかしました。しかし主しゅよ、今いまどうぞしもべの罪つみを取とり去さってください。わたしはひじょうに愚おろかなことをいたしました」。 11ダビデが朝あさ起おきたとき、主しゅの言葉ことばはダビデの先見者せんけんしゃである預言者よげんしゃガデに臨のぞんで言いった、 12「行いってダビデに言いいなさい、『主しゅはこう仰おおせられる、「わたしは三つのことを示しめす。あなたはその一つを選えらぶがよい。わたしはそれをあなたに行おこなうであろう」と』」。 13ガデはダビデのもとにきて、彼かれに言いった、「あなたの国くにに三年ねんのききんをこさせようか。あなたが敵てきに追おわれて三か月げつ敵てきの前まえに逃にげるようにしようか。それとも、あなたの国くにに三日かの疫病えきびょうをおくろうか。あなたは考かんがえて、わたしがどの答こたえを、わたしをつかわされた方かたになすべきかを決きめなさい」。 14ダビデはガデに言いった、「わたしはひじょうに悩なやんでいますが、主しゅのあわれみは大おおきいゆえ、われわれを主しゅの手てに陥おちいらせてください。わたしを人ひとの手てには陥おちいらせないでください」。
    


    
      15そこで主しゅは朝あさから定さだめの時ときまで疫病えきびょうをイスラエルに下くだされた。ダンからベエルシバまでに民たみの死しんだ者ものは七万人にんあった。 16天てんの使つかいが手てをエルサレムに伸のべてこれを滅ほろぼそうとしたが、主しゅはこの害悪がいあくを悔くい、民たみを滅ほろぼしている天てんの使つかいに言いわれた、「もはや、じゅうぶんである。今いまあなたの手てをとどめるがよい」。その時とき、主しゅの使つかいはエブスびとアラウナの打うち場ばのかたわらにいた。 17ダビデは民たみを撃うっている天てんの使つかいを見みた時とき、主しゅに言いった、「わたしは罪つみを犯おかしました。わたしは悪あくを行おこないました。しかしこれらの羊ひつじたちは何なにをしたのですか。どうぞあなたの手てをわたしとわたしの父ちちの家いえに向むけてください」。
    


    
      18その日ひガデはダビデのところにきて彼かれに言いった、「上のぼって行いってエブスびとアラウナの打うち場ばで主しゅに祭壇さいだんを建たてなさい」。 19ダビデはガデの言葉ことばに従したがい、主しゅの命めいじられたように上のぼって行いった。 20アラウナは見みおろして、王おうとそのしもべたちが自分じぶんの方ほうに進すすんでくるのを見みたので、アラウナは出でてきて王おうの前まえに地ちにひれ伏ふして拝はいした。 21そしてアラウナは言いった、「どうして王おうわが主しゅは、しもべの所ところにこられましたか」。ダビデは言いった、「あなたから打うち場ばを買かい取とり、主しゅに祭壇さいだんを築きずいて民たみに下くだる災わざわいをとどめるためです」。 22アラウナはダビデに言いった、「どうぞ王おう、わが主しゅのよいと思おもわれる物ものを取とってささげてください。燔祭はんさいにする牛うしもあります。たきぎにする打だ穀こく機きも牛うしのくびきもあります。 23王おうよ、アラウナはこれをことごとく王おうにささげます」。アラウナはまた王おうに、「あなたの神かみ、主しゅがあなたを受うけいれられますように」と言いった。 24しかし王おうはアラウナに言いった、「いいえ、代価だいかを支払しはらってそれをあなたから買かい取とります。わたしは費用ひようをかけずに燔祭はんさいをわたしの神かみ、主しゅにささげることはしません」。こうしてダビデは銀ぎん五十シケルで打うち場ばと牛うしとを買かい取とった。 25ダビデはその所ところで主しゅに祭壇さいだんを築きずき、燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいをささげた。そこで主しゅはその地ちのために祈いのりを聞きかれたので、災わざわいがイスラエルに下くだることはとどまった。
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